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「3月例会」syunen02 
背景： 
これまで地域に対し時代のニーズを捉えた運動を
展開してきた当会議所は、明るい豊かな未来の実
現を目指す地域の青年経済人の学び舎として創立
５０周年を迎えます。社会問題を俯瞰的に捉えた
斬新な発想で可能性を導き出し地域の自立自活の
課題に対しても先駆ける我々が郷土愛を持つ同士
と共に未来を無限に描ける礎と次世代の若者が主
体的に描く自由で創造的な未来を築いていくと共
に、本年度５０周年を迎えるにあたり、全てのメ
ンバーの意識統一を図っていく必要があります。 
 
目的： 
【対内】 
公益社団法人酒田青年会議所創立５０周年記念式
典に向けて、メンバー一人ひとりがその意味を理
解すると共に、全メンバーで向かう意識を醸成す
る事を目的とします。 
 
手法： 
ＦＡＣＥＢＯＯＫカウントダウン動画配信にて参
加推進を行います。 
席次を円形にしてライブ感を演出します。また、
入会年数で席次を分け、トークセッションの３つ
の内容で講師の向きを変えて話して頂きます。 
 

公益社団法人山形青年会議所第６０代理事長横山
隆太君と公益社団法人酒田青年会議所第５０代理
事長阿部喜明君とのトークセッションを行います。 
 
ＪＣが設立以来５０年以上存続できる理由 
１、ＪＣの強みとはなにか？ 
２、つながりを生むには？ 
３、継続させるために必要な事とは？ 
 
 

 
効果・成果： 

現役メンバー９６名・新入会員４名・合計１００名 
 
現役メンバー１２３名中、９６名のメンバーに出
席していただきました。この事業の目的は酒田青
年会議所全メンバーの５０周年に対する意味の理
解と、意識醸成です。結果からみれば１００％達
成したとは言えませんが、９月３０日の記念式典
へ向けてまずは第１歩を踏み出せたと思います。
良かったと思うことは、５０周年に対する意識の
検証が出来たことです。運動指針策定会議、５０
周年実行委員会、５０周年記念事業に携わってい
るメンバーは、携わっていないメンバーに比べて
当たり前に意識が醸成されているものと思ってお
りましたが、結果はそうではなく、根本的な部分
の見直しが必要であるということが分かりました。
意識とはインサイドアウトで醸成されて行くので、
携わっているメンバーは誰よりもその意識が高く
なければなりません。勿論それは時間の経過とと
もに各会議体が活動しながら記念式典に向かって
行けば成し得ることではあると思いますが、１つ
１つの会議や事業を通してそれを更に行っていく
必要があります。この酒田青年会議所の運動・活
動を先輩諸兄が紡いで来ていただいたからこそ、
私たちが存在しているわけです。発起原点を知ら
なければイノベーションはおこせない。時代の
ニーズを捉えるだけでなく、その１歩先、２歩先
前を見てニーズを創り出していくイノベーターと
して５０年以降も意識変革団体として存在するた
めに、大切な１年が始まりました。その中心とし
ての役目を職務分掌でいただいていることを再度
自覚し活動して参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

「50周年実行委員会部会長会議」syunen01 

背景： 
社会・地域問題を俯瞰的に捉えることで斬新な発
想を持ち、さらなる可能性を導き出して地域の自
立自活の課題に対し潔く先駆ける我々が、郷土愛
を持つ同士と共に輝く未来を無限に描ける礎と次
世代の若者が主体的に描く自由で創造的な未来を
築いていく必要があります。 
 
 

 
 

目的： 
【対内】 
５０周年記念事業を成功に導き、次世代へと紡い
でいくために５０周年実行委員会を立ち上げる事
を目的とします。 
 
手法： 
１０回の部会長会議と３回の全体会議を行います。  
 

 
 

部署 役職 氏名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

理事長     阿部喜明 〇 〇 〇 〇 〇   〇 〇 〇 〇 

50周年特別会議 議長   後藤守 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年特別会議 副議長   佐藤和明 〇 〇 〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇 

50周年特別会議 運営幹事   内海和明 〇                   

50周年特別会議 運営幹事   三浦正志       〇             

50周年実行委員会 本部 実行委員長 櫛引柳一 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 本部 副実行委員長 荒生卓真 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 本部 アドバイザー 小野寺正人 〇 〇 〇   〇     〇     

50周年実行委員会 本部 副実行委員長 村上哲也 〇 〇 〇 〇 〇 〇   〇 〇   

50周年実行委員会 本部 アドバイザー 菊池武彦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 総括事務局 事務局長 前田光 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 総括事務局 アドバイザー 久木原満 〇 〇 〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 総括事務局 運営幹事 佐藤純 〇 〇   〇 〇 〇   〇 〇   

50周年実行委員会 総括事務局 会計幹事 塚形智志 〇     〇             

50周年実行委員会 記念誌作成部会 部会長 佐藤愛 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 記念誌作成部会 アドバイザー 大矢貴幸     〇 〇 〇   〇 〇 〇   

50周年実行委員会 記念誌作成部会 運営幹事 茂木寛和 〇 〇 〇 〇       〇 〇 〇 

50周年実行委員会 記念誌作成部会 会計幹事 日下部諭紀 〇   〇 〇 〇   〇 〇   〇 

50周年実行委員会 祝賀会部会 部会長 城取良太 〇 〇 〇 〇     〇 〇 〇 〇 

50周年実行委員会 祝賀会部会 アドバイザー 阿曽義剛 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇   

50周年実行委員会 祝賀会部会 運営幹事 梅津敬輔 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇     〇 

50周年実行委員会 祝賀会部会 運営幹事 堺正行     〇 〇             

50周年実行委員会 祝賀会部会 会計幹事 石川雄一 〇 〇 〇   〇   〇       

50周年実行委員会 式典部会 部会長 庄司健 〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇   〇 

50周年実行委員会 式典部会 アドバイザー 和島公太 〇 〇   〇   〇 〇 〇   〇 

50周年実行委員会 式典部会 運営幹事 奥山翼 〇         〇   〇     

50周年実行委員会 式典部会 会計幹事 齋藤祐樹 〇 〇 〇 〇 〇   〇 〇 〇 〇 

合計27名   24 20 20 23 17 15 18 21 16 16 

３月３０日（水）３月例会 



「50周年実行委員会全体会議」syunen01 
 
効果・成果： 

３月３０日（水）第１回５０周年実行委員会全体会議・酒田玉姫殿２階ブルージュ 
出席者９６名（７６％）・新入会員４名・出席者合計１００名 
アンケート提出６８名・アンケート未提出２８名・新入会員アンケート提出４名・提出合計７２名 
問１合計１２２０点平均１８点・問２合計１０５０点平均１５点・問３合計８３５点平均１２点 
問４合計１１３０点平均１７点・総合合計４１７０点平均６１点 
 
８月９日（火）第２回５０周年実行委員会全体会議・酒田玉姫殿4階ラボーナ 
出席者７８名（６１％）・新入会員１０名・不明２名・出席者合計９０名 
アンケート提出70名・アンケート未提出8名・新入会員アンケート提出10名・提出合計80名 
問１合計１３５０点平均１９点・問２合計１４２０点平均２０点・問３合計８７０点平均１２点 
問４合計１３４５点平均１９点・総合合計４９８５点・７１点 
 
９月２３日（金）第３回５０周年実行委員会全体会議・希望ホール 
出席者４８名（３８％）・新入会員４名・出席者合計５２名 
アンケート提出４８名・アンケート未提出０名・新入会員アンケート提出４名・提出合計５２名 
問１合計１０９５点平均２３点・問２合計１０３５点平均２２点・問３合計７５０点平均１６点 
問４合計９４５点平均２０点・総合合計３８２５点８０点 
 
 

「創立50周年記念誌作成」syunen04 
 
背景： 
これまで諸先輩より紡いできて頂いた青年の運動
を振り返る中で多くの気づきを得て、創始の志を
改めて会員一人ひとりが心に落とし、次世代へと
かけがえのない運動として紡ぎ続けていくことが
この地域にとって多くの変化をもたらす起点とな
ると考えます。創立５０周年を迎える本年、これ
までの運動や活動を振り返り、地域への感謝と共
に運動を紡いできた歴史を次世代へと継承してい
く必要があると考え本事業の実施に至りました。 
 
目的： 
【対外】 
酒田青年会議所が実施してきた５０年の活動及び
運動を成果物として発信することを目的とします。 
 
【対内】 
酒田青年会議所が実施してきた５０年の活動及び
運動の成果を、今後行う事業の本質を見据えた運
動展開を組み立てる羅針盤とし、成果物として残
していくことを目的とします。 
 
 

 
手法： 
来賓：【直接配布】１５０名 
 
創立５０周年を記念し、これまでの５０年を振り
返る記念誌を発刊いたします。ＯＢ会員企業より
広告協賛として各１０，０００円を集め、協賛企
業に対して記念誌を発送させて頂きます。記念式
典にご来賓としてお越し頂く方に対しては協賛金
と製作費用の差額で製作できる部数の中から無償
にて配布します。現役メンバーに対しては一冊５，
０００円で販売をします。 
 
効果・成果： 
式典参加者配布 １７０部 
現役メンバー配布 １３０部 
企業協賛による配布 ２００部 
合計部数 ５００部 
 

「創立50周年記念式典」syunen07 

背景： 
酒田青年会議所は明るい豊かな社会を築くために
１９６７年に創立しこれまで多くの運動で市民の
意識を変革し今年で５０年を迎えます。これまで
酒田青年会議所の運動を支えてくださった皆様に
感謝し、そして諸先輩方の輝かしい歴史と業績を
称え、今後我々がさらに力強く運動を展開してい
く方向性を示す必要があります。 
 
目的： 
【対外】 
酒田青年会議所の５０年の歴史を振り返り、今後
のＪＣ運動への理解を高めてもらうことを目的と
します。 
 
【対内】 
５０年の歴史を振り返り、お世話になった関係者
の皆様に感謝するとともに、今後の酒田青年会議
所の運動の方向性を共有することを目的とします。 
 
 

３月３０日（水）50周年実行委員会全体会議 

手法： 
【対内】 
オールメンバーに対してメールで案内文を添付し
送信します。（総括事務局）５０周年実行委員会
部会長会議の組織図を活用して情報伝達を直接行
います。同期、同年代の繋がりの強いメンバーに
直接電話掛けを行います。委員長より委員会メン
バーへ参加の呼び掛けを行っていただきます。８
月９日（火）、９月２３日（金）の５０周年実行
委員会全体会議で１人１人の役割を明確にします。 
７月例会、８月通常総会、懇親会、各事業の場で
一人ひとりに直接参加を促します。各委員会の委
員会開催時に伺い参加を促します。 
【対外】 
・案内状を送付します。（総括事務局） 
 
効果・成果： 
９月３０日（金） 
５０周年記念式典 
場所：酒田市民会館希望ホール・大ホール 
時間：１６時００分～１７時２０分 
現役メンバー８９名・新入会員予定者８名 
来賓２８７名・合計３８４名 
 
 
 
 



「運動指針策定」syunen06 
背景： 
当会議所は、これまで長きにわたり地域の課題と
向き合いまちづくりに寄与してきました。メン
バーも１２０名を超え、その活動は地域住民に広
く認知されるようになり運動の広がりを見せてい
ます。愛する地域の存続のため、創設から５０年
にわたり取り組んできた運動を継承するとともに、
未来を見据えた１０年間のビジョンを明確にし、
時代のニーズに合った市民を巻き込むまちづくり
を実践して行く必要があります。 
 
 

目的： 
【対外】この先１０年間で市民の共感を生む運動
を進めるとともに、郷土愛を深め共に未来を創っ
ていくという、酒田青年会議所の決意を認識して
いただくことを目的とします。 
【対内】 
地域の未来を見据え、今後１０年間の組織の在り
方や酒田青年会議所の運動の方向性を示す指針を
メンバー全員が対外へ発信することができるよう
に理解することを目的とします。 

 
手法：６回の準備会議を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

部署 役職 氏名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

理事長     阿部喜明 〇 〇 〇 〇 〇     〇   

50周年特別会議 議長   後藤守 〇 〇 〇 〇       〇 1 

50周年特別会議 副議長   佐藤和明   〇     〇 〇 〇   1 

指針策定会議 議長   加藤成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇   

指針策定会議 副議長   大矢貴幸 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 

指針策定会議 運営幹事   若村光司 〇 〇       〇       

指針策定会議 会計幹事   日下部諭記 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 1 

指針策定会議 プライドグループ グループ長 齋藤祐樹 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 1 

指針策定会議     阿部修子 〇     〇 〇 〇       

指針策定会議     茜谷雅人 〇 〇 〇 〇   〇   1 1 

指針策定会議     渋谷春樹   〇   〇 〇 〇 〇 1 1 

指針策定会議     堤尚史 〇 〇   〇 〇         

指針策定会議 クリエーショングループ グループ長 茂木寛和 〇 〇 〇 〇 〇 〇   1   

指針策定会議     大和田基継 〇 〇 〇         1 1 

指針策定会議     石井悟                   

指針策定会議     高橋浩                   

指針策定会議     徳田佳奈                 1 

指針策定会議 コネクショングループ グループ長 小野寺優 〇 〇 〇 〇       1 1 

指針策定会議     久木原満 〇 〇 〇 〇 〇     1 1 

指針策定会議     石川直紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 1 

指針策定会議     佐藤浩和 〇     〇         1 

指針策定会議     佐々木大祐 〇 〇 〇     〇       

指針策定会議 プロアクティブグループ グループ長 國松真也 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 1 

指針策定会議     大壁洋平 〇 〇 〇   〇 〇   1 1 

指針策定会議     馬道雄一 〇 〇 〇 〇       1   

指針策定会議     髙橋了                   

    合計26名   20 20 16 17 14 14 8 16 15 



「50周年記念事業」syunen03 
 
背景： 
グローバリゼーションやＩＴ化の進展、また少子
高齢化による人口構成の変化に伴い、これからの
未来を取り巻く社会環境も大きく変化していきま
す。どんな困難が待ち受けていようとも、「生き
抜く力」と「生かされていることへの感謝」が漲
る社会に向けて、思い描いた未来を創っていく若
者、子供たちを地域で育てていく必要があります。 
 
目的： 
【対外】 
世界の課題とその課題の原因を知るとともに、先
進国と発展途上国の違いを知り、住み暮らすまち
に必要なことを考えることを目的とします。 
 
【対内】 
まちの未来は自分たちが創っているという気概を
持つとともに、子供たちと一緒に国際感覚を養う
ことを目的とします。 
 
手法： 
２３回の５０周年記念事業運営会議を行います。 
酒田市内２４６か所にポスター・チラシを設置し
ました。酒田市内全ての小・中・高等学校にご協
力を頂きます。事業毎に毎回８か所にプレスをか
けます。（河北新報社酒田支局・朝日新聞酒田支
局・荘内日報酒田支局・読売新聞酒田通信部・山
形新聞酒田支社・毎日新聞酒田通信部・ＹＴＳ庄
内支社・ＮＨＫ鶴岡支局・ＹＢＣ酒田支社・ＴＵ
Ｙ・ＳＡＹ庄内支社）事業毎に毎回酒田みらい
ユースプロジェクト父兄に案内文を郵送します。 
事業毎に毎回オールメンバーにメールとフェイス
ブックを使って参加推進します。事業説明会と結
団式は他ＬＯＭへの参加推進を行います。酒田み
らいユースプロジェクト選考委員は、理事長、副
理事長、専務、議長、副議長で組織します。２０
１６年度からスタートした国連から付託を受けた
事業である世界を変えるための１７の目標、ＵＮ
ＳＤＧｓを事業のベースにおきます。事業説明会
にて、ＵＮＤＰ国連開発計画日本駐日代表近藤哲
生氏に基調講演をして頂き、公益社団法人日本青
年会議所国際グループ世界に貢献する日本創造会
議副議長後出雅敏君にＵＮＳＤＧｓ認知向上プロ
グラムをして頂き、ＪＣＩＪＡＰＡＮ少年少女国
連大使初代田崎陸君に講演をして頂きます。結団
式では、２０１１年度ＪＣＩ会頭・日本ＪＣセネ
ターズクラブ会長・ＪＣＩ基金理事長原田憲太郎
先輩に基調講演をして頂きます。酒田市長意見交
換会では丸山至市長に協力して頂きます。伝達力
を高めるトレーニングでは、当会議所顧問小野寺
正人君に協力して頂きます。フィリピン・マニラ
渡航事業では、ＪＣＩマニラ、ＪＣＩマカティ・
プリンセス・ウルドハメンバーに協力して頂きま
す。 

 
 

 
 
効果・結果： 
４月２９日（金）～５月２９日（日） 
酒田みらいユースプロジェクトメンバー募集期間 
７名の選出を行いました。 
 
５月１５日（日） 
酒田みらいユースプロジェクト事業説明会 
場所：酒田市総合文化センター１階 
時間：１３時００分～１５時３０分 
現役メンバー３８名・新入会員予定者3名 
関係者８名・一般５０名・合計９９名 
 
６月１２日（日） 
酒田みらいユースプロジェクト結団式 
場所：ホテルリッチ＆ガーデン酒田スカンジナビ
ア・時間：１３時３０分～１６時００分 
現役メンバー３８名・新入会員予定者２名 
関係者２０名・一般１２名・合計７２名 
 
６月２０日（月） 
酒田市長意見交換会 
場所：酒田市役所第一応接室 
時間：１６時００分～１７時００分 
現役メンバー４名・関係者１８名・合計２２名 
 
７月１８日（月） 
伝達力を高めるトレーニング 
場所：青年会議所会館 
時間：１４時００分～１６時３０分 
現役メンバー３６名・新入会員予定者２名 
関係者１４名・合計５２名 
 
８月１５日（月）～８月月１８日（木） 
フィリピン・マニラへの渡航事業 
場所：フィリピン・マニラ 
現役メンバー７名・新入会員予定者１名 
関係者３５７名・一般２名・合計３６７名 
 
１１月２０日（日） 
酒田みらいユースプロジェクト解団式 
場所：青年会議所会館 
時間：１９時００分＾２０時00分 
現役メンバー２２名・新入会員予定者４名 
関係者１４名・一般１名・合計４１名 
 
 
 

６月２０日（月）酒田市長意見交換会 

６月１２日（日）結団式 

５月１５日（日）事業説明会 



「特別授業」syunen08 
背景： 
グローバリゼーションやＩＴ化の進展、また少子
高齢化による人口構成の変化に伴い、これからの
未来を取り巻く社会環境は大きく変化していきま
す。この５０年間、時代のニーズを捉えた運動を
展開してきた当会議所は、世界の課題を知り地域
の課題を考え、不確実性が増す社会の中で自分の
未来は自分で切り拓くことができる次世代の若
者・子どもたちを育てていく必要があります。 
 
目的： 
【対外】 
世界の課題とその課題の原因を知るとともに、先
進国と発展途上国の違いを知り、私たちが住み暮
らすまちの未来に自分が出来ることを知ることを
目的とします。 
 
【対内】 
当会議所設立から半世紀青少年育成事業を行って
きた団体としての気概と覚悟を持つとともに、市
民意識変革団体であるということを再認識するこ
とを目的とします。 
 
 

手法： 
ＵＮＳＤＧｓ認知向上プログラムを使用し、国際
社会の中で起きている問題について体験、説明を
行い、国際社会の現状について理解して頂きます。 
ＵＮＳＤＧｓについての説明を行い、国際協力の
必要性と今後自分達が出来る事を考えてもらいま
す。事業終了後に宿題を家族と一緒に取り組んで
もらうことで、児童のプログラムに対する興味と
理解度を深め、家族に対してもＵＮＳＤＧｓにつ
いて認知して頂きます。 
 
効果・結果： 
９月５日（月） 
酒田市立富士見小学校特別授業 
場所：酒田市立富士見小学校２階オープンスペー
ス・時間：１３時５０分～１４時３５分 
現役メンバー１７名・新入会員予定者１名 
関係者１７名・一般６０名・合計９５名 
 
９月２１日（水） 
酒田市立泉小学校特別授業 
場所：酒田市立泉小学校１階ランチルーム 
時間：１４時３０分～１５時１５分 
現役メンバー１８名・新入会員予定者３名 
関係者２２名・一般７７名・合計１２０名 
 
 
 

 
 

７月１８日（月）伝達力を高めるトレーニン
グ 

８月１５日（月）～8月18日（金） 
フィリピン・マニラ渡航事業 

９月５日（月）・９月２１日（水） 
特別授業 



１１月２０日（日）解団式 

「50周年記念式典発表会」syunen09 

背景： 
グローバリゼーションやＩＴ化の進展、また少子
高齢化による人口構成の変化に伴い、これからの
未来を取り巻く社会環境は大きく変化していきま
す。この５０年間、時代のニーズを捉えた運動を
展開してきた当会議所は、世界の課題を知り地域
の課題を考え、不確実性が増す社会の中で自分の
未来は自分で切り拓くことができる次世代の若
者・子どもたちを育てていく必要があります。 
 
目的： 
【対外】 
世界の課題とその課題の原因を知るとともに、先
進国と発展途上国の違いを知り、私たちが住み暮
らすまちの未来について再認識することを目的と
します。 
 
【対内】 
当会議所設立から半世紀、青少年育成事業を行っ
てきた団体としての気概と覚悟を持つとともに、
市民意識変革団体であるということを再認識する
ことを目的とします。 
 
 
 

手法： 
チラシ（チケットサイズ）５，０００枚配布しま
す。 
子どもたちのプレゼンテーション内容は、フィリ
ピン・マニラ渡航事業を含め、８月２７日の公開
委員会から作成して行きます。（資料作成日８月
３０日（火）～９月２９日（木）の間に２回） 
発表方法は模造用紙を使用します。開会宣言・内
容説明・総括・閉会宣言はパワーポイントを使用
します。パワーポイントと子どもたちの発表を切
り替えてスクリーンに映し出します。映像は事業
の本質を伝えられる内容にします。９月３０日本
番までの練習は、酒田みらいユースプロジェクト
メンバー、父兄とスケジュールを調整して最低２
回は行います。 
 
効果・成果： 
９月３０日（金） 
５０周年記念式典発表会 
場所：酒田市民会館希望ホール・大ホール 
時間：１７時３０分～１７時５０分 
現役メンバー８９名・新入会員予定者８名 
関係者２４名・一般３８７名・合計５０８名 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

９月３０日（金）50周年記念式典発表会 



本年度、創立５０周年という大きな節目を迎え、地域のために取り組ん
できた諸先輩の運動を振り返るとともに、さらにこの先１０年のために
新たな運動指針展開にについて、記念式典と記念祝賀会を通して、感謝
と決意をお伝えすることが出来ました。５０周年実行委員会においても、
若手メンバーが中心に準備を進めることで、創立６０周年に向けての人
財育成にも力が注がれたと思います。また、５０周年記念事業である酒
田みらいユースプロジェクトでは、子ども達が社会に積極的に関わりた
いとする態度の醸成に役立つ機会を創り上げることができたと思います。
ユースメンバーは「自分たちを変えたい」という想いで事業に取り組み、
メンバーはサポーターに徹することで、子ども達は自らの手で「生き抜
く力」と「生かされていることへの感謝」を掴み取りました。子どもと
大人が、共にまちの未来を創るという想いで、新たな地域のつながりを
生み出すことができ、青少年育成事業の新たな可能性を切り開いたと思
います。 

阿部理事長からのコメント 



意識改革委員会 
委員長 堤尚史 

副委員長 日下部諭紀・高橋浩 

運営幹事 相蘇由佳・伊勢優 

会計幹事 太田さおり 

委員 加藤成・佐藤貴伸・長南睦・保科佑児・矢野あかね・和嶋勘一朗・若村光司 

第1回新入会員セミナー 第2回新入会員セミナー 

「異業種交流会」 

「２月例会」 

第3回新入会員セミナー 

■背景：当会議所は近年多くのメンバーを向え入れると共に、ブロックや東北地区・日本本会への
出向で多くの学びや経験を得て多彩かつさまざまな事業を行う事ができる様になりました。しかし、
例会や各事業での会員の出席率は、全会員の7割を超えることもなくなり、会員の意識の低さが懸
念されるとともに、近年ＬＯＭを牽引してきた多くのメンバーが卒業を迎え組織力の低下が危ぶま
れています。未来を見据え、ＬＯＭの人材育成の向上と会員増員の両軸を考えた会員の意識改革が
必要です。 
 
■対外目的：無し。 
■対内目的：当会議所の運動が地域社会を発展させる原動力となる事を認識すると共に、会員拡大
の重要さと人材育成の意識を向上することで、結束力をもち運動に繋がる事を認識する事を目的と
します。 
手法：例会を通じＬＯＭの過去や現状を知り、そのうえで私達がとるべき行動とは何かを会員全員
で学び、ＬＯＭの組織力向上を図るための現役メンバー・新入会員の意識改革。 
■事業構成 
平成２８年２月２４日（水）１９：００～２１：００に酒田玉姫殿２Ｆブルージュで実施しました。 
酒田青年会議所現役メンバー ８９名(７２．３％)、新入会員予定者及び候補者 ６名  
合計 ９５名 
■効果、成果：酒田青年会議所現役メンバー ８９名(７２．３％)、新入会員予定者及び候補者 
６名  
合計 ９５名 
当会議所の運動が地域社会を発展させる原動力となる事を認識すると共に、会員拡大の重要さと人
材育成の意識を向上することで、結束力をもち運動に繋がる事を認識する事。また、メンバーが青
年会議所の魅力を再認識して組織力強化と会員拡大推進の意識統一を図ることで、５０年続く当会
議所の未来を担う人材を増やすための意識改革につなげました。 
 
 

異業種との交流を深めることによりJAYCEEの自覚を持ち
新たなメンバーを迎える機会を創出しました。 
委員会メンバーのみならず、多数のメンバーから助けて頂
き、新入会員の入会に貢献していただきました。 

 

■背景：２月例会では青年会議所運動を推進して行くには、会員増員運動と会員の資質向上の両方が不可欠で
あると学びを共有しました。新たにメンバーに加わらんとする会員に、会員としての責任感と仲間と協調的に
学び合う機会を提供する事は、地域と共にある団体として内的組織の成長を高めるために必要です。そのため
に、新入会員に対し本セミナーの実施が必要です。 
■対内目的：新入会員や現会員に対し、青年会議所の基礎知識を身につけさせると共に、今後の青年会議所活
動に対する意識向上を図ることを目的とします。 
■手法： 
 
【新入会員セミナー趣旨】 
当会議所は５０年にもわたる歴史があり、「明るい豊かな社会」の創造を目指し地域社会で運動してきました
。通年行われている会員拡大活動の活躍もあり、毎年新しい新入会員を迎え入れ、４０歳までの限られた年齢
のなかで絶えず組織団体として循環を図り、地域社会のリーダーとしてリーダーシップを図り、率先して地域
・市民を巻き込んだ形で社会開発事業を展開しています。また、企業・家庭の理解を得た上で活動している事
も事実です。このような環境を踏まえたなかでこれからも継続的に地域社会に信用とされ必要されるためにも
、学び舎として日々の研鑽や仲間と協調的に学び合う感情交流運動を継続的に展開する必要があるとともに、
個の成長を組織の成長につなげなければなりません。 そのためには我々は、新たな会員を迎え入れ、積極的
に自ら成長を求め地域の発展に参画せんとする意識を伝えることが重要だと考え当新入会員セミナー事業実施
に至りました。 
■効果、成果：青年会議所を知り正しく認識したことで様々な諸問題に対し目的をもち自ら進んで活動できる
意識醸成。また、地域のリーダーとしての立ち位置から地域と共にありつづけなければならない意識醸成。そ
して、仲間と共に学び合う必要性・重要性を深く認識していただきました。 
 

「信」 「義」 「一体」 



「１１月例会」 

【委員長から一言】 
  
ＪＣ 仕事 家族といろいろ大変な思いもありましたが、多くのメンバーから支えてもらいました。委
員会メンバー副理事長、室長、 時には顧問や監事他の室の副理事長や室長、理事の皆様からもアド
バイスをもらいました。本当に感謝申し上げます１年間ありがとうございました。 

■背景：我々が住み暮らす地域は当会議所などさまざまな団体が地域活性化
に取り組み、留めることのできない人口減少問題やまちの課題に対し向き
合っています。しかし、市民のまちづくりへの無関心さも影響し、高校卒業
後庄内地域に残る若者は県内の他値観を真摯に受けとめ、魅力溢れるまちへ
変革し、次世代を担う若者と協働し地域と比べても低い割合となり消滅都市
にも挙げられています。今一度、若者の多様性な価値観を真摯に受けとめ、
魅力溢れるまちへ変革し、次世代を担う若者と協働した事業展開を描く意識
醸成を図る必要であります。 
 
■対内目的：次世代を担う若者の地域に対しての考えを知るとともに、次世
代の担い手と協働した社会参画への意識醸成を目的とします。 
 
■手法：【１１月例会テーマ】 ～未来へ繋ぐ次世代のチカラ～ 
２０１６年１１月９日（水） １９：００～２１：００に酒田勤労者福祉セ
ンター ３階多目的ホールで実施しました。 
全体を３部構成にして自らが住むまちの現状を学び、青年会議所の取り組み
や考え方を学び、新入会員がこれから考えていくまちづくりを発表しました。 
 
■効果、成果：若者と協働したまちづくりの在り方についてメンバーの意識
醸成につなげました。また、新入会員がゼロから事業構築し皆で連携して目
的達成に至るまでプロセスを学んでいただいたことで、地域を主体的に牽引
するリーダーとしての意識醸成につなげました。 

 

 

【室長から一言】 
 
今年度、継続事業であります会員拡大委員会としましては、はじめ２月に内部例会を当会議所の運動
が地域社会を発展させる原動力となる事を認識すること、そして会員拡大の重要さと人材育成の意識
を向上することで、結束力をもち運動に繋がる事をメンバーに認識していただく事を目的に実施しま
した。そこで多くのメンバーにLOMの組織力強化と陣在育成の重要さを認識していただき結束力を強
めた酒田ＪＣの活動、運動が地域発展に繋がっていけると理解を深められたと感じました。そして、
年間通しての会員拡大活動に今年度は仮配属体制を取り込み、より早くメンバーと親密な関係を築く
とともに早い段階での運動に関しての意識醸成を行いました。結果、各委員会・新入会員に目的を捉
えることに対しての意志統一に繋がったと感じられます。そして、新入会員をターゲットとしたセミ
ナーを全三回に分け実施し、学び舎として仲間と協調的に学び合う感情交流運動で人とひとが相乗し
合える運動体を形成しました。また、１１月には新入会員が通年実施する例会では、地域を牽引する
志をもった新入会員が地域発展に新たな価値を創出する事業を展開し、現役メンバーや新入会員に
個々の意識改革を与え能動的な市民意識変革運動の構築に繋げました。全体を通じ、継続事業である
会員拡大活動で、自ら住む地域に誇りを抱く人財の和を拡げ、自己啓発を地域発展への意識改革に変
革し、夢と希望に満ちた持続可能な地域社会の実現に繋げました。 

【副理事長から一言】 
 
意識改革委員会は、会員の増強と会員資質の強化の両軸を計画的に行い継続的に成果がもたらされる
仕組みづくりに取り組みました。１年間を通じて感じる事は、委員長を本当に多くの仲間が支えてく
れた事です。青年会議所活動は個人で志を高く掲げても、成長がなくつらいものです。しかし、仲間
との意見のぶつかり合いや、事業を作り上げていく過程の中に、必ず他人との関わりがあり、成長に
つながります。人はひとでしか磨かれないと青年会議所ではよく言います。地域を想う仲間を増やし
ていく運動が拡大運動です。青年会議所が生まれてから世界中で絶対に欠かさず行われている基本運
動です。今年も多くの新入会員を迎え入れ、仲間を増やす事が出来ました。新入会員セミナーでは、
市長との意見交換や山登りを通じて青年会議所という事に触れ、１１月例会を企画する中で、出会っ
た仲間と友情を育み、まちの未来を語り、各自が主体的に取り組み事業をやり遂げました。きっと次
年度以降に、主たるメンバーとして、酒田青年会議所を牽引していく人財ばかりだと確信しておりま
す。 
 自己成長を求め何気なしに活動する中で、先輩や仲間に魅せられいつの間にか地域のためにと行動
し続ける青年会議所だからこそ、地域に必要であり、会員一人ひとりが地域を担う青年経済人だと自
覚し、我々の活動が地域を活性化させていくと信じて仲間を集い、覚悟と秩序をもったJAYCCEの実
行力とプライドで地域を輝かせる創造的な未来を築いていけると信じています。 
 最後に、本当に最後まで委員長に寄り添ってくれた室長、PC作業や漢字が苦手な委員長に寄り
添ってくれた委員会メンバー、今年入会してくれた新入会員、仮配属でサポートしてくれた各委員長
をはじめとする各委員会メンバーに感謝するとともに、ぶつかり、悩みながらも最後まで委員長とし
て尽力してくれた堤委員長に感謝申し上げ、担当副理事長所見とさせていただきます。 

【理事長からひとこと】 
会員拡大の成功とは、１つは「内的組織としての成長」であり、もう１つは「ＪＣ運動の社会の評価
と結果に基づく共感と共鳴の和の広がり」です。本年度は１５名の新たなメンバーを迎え入れること
が出来ました。拡大とは決して単年度の入会者数で決まるものではありません。今年度の新入会員メ
ンバーは全員参加で１１月例会を成し遂げ、その内容も行政や若者といった市民を巻き込むなど、行
動力と和の心を兼ね備えた人財に成長したと実感しています。社会に変革をもたらすのは常に個人の
意識と行動力からということを忘れてはいけません。ＪＣという組織に埋没することなく、個人参加
の参加意識と、仲間と共に自ら協調的に学び合う感情交流、この両輪がいつも互いに相乗し合う運動
体を今後も形成していく必要があります。 



委員長 若村峰沙（勇） 

副委員長 佐々木力（義） 

運営幹事 早坂舞（礼） 堀伸（義） 

会計幹事 設楽稔（礼） 

委員 
茂木寛和（義） 佐藤一佳（礼） 佐藤聡（礼） 菅井亮（誠） 
佐藤大輔（義） 野口優（礼）  笠松治（礼） 

 ７月事業 

『チームの能力を最大限に発揮できるリーダー育成事業』 

最幸なチームづくり委員会 

背景：愛する我が郷土も消滅可能性都市に名を連ね、人口構造の変化と長寿化に伴い主力となる働
き手は育児と介護の同時化・仕事と生活の両立に迫られ、個々に過度な負担と様々な制約が強いら
れることが予想されます。地域における主力世代であると同時に、青年経済人として様々な場面の
リーダーたらんとする我々は、ワークライフバランスの視点を用いたチームマネジメントの基礎と
なるコミュニケーション能力を更に高めていく必要があります。 
 
目的：コミュニケーション能力の向上を図り、会員が自分の会社や家庭に取り入れ行動することを
目的にします。 
 
手法：チーム力を最大限に発揮できる人材育成セミナーの開催 
 
効果、成果：ヒアリングシートによる取組宣言検証で事業後の取組み状況において仕事、家庭、 
ＪＣの間でのコミュニケーション能力向上を調査・確認した結果、事業による取組を継続するが 
９６％、セミナーは役に立ったかが１００％の結果から目的を達成できたと検証できました。仕事、
家庭、ＪＣ活動・運動を維持継続するためには、ワークライフバランスを視点においたチームビル
ディングの構築を求める必要があり、チームビルディングの構築にはコミュニケーションのとれた
人間関係が仕事、家庭、ＪＣ活動・運動に繋がって行くことを現会員及び新入会員に認識していた
だくことができました。ヒアリングシートによる検証結果で、取り組んでからの感想の部分から、
実際に７月事業を通して伝えたかった目的を自分の会社や家庭に取り入れ行動したことで、９６％
の会員から今後も会社や家庭の間でのコミュニケーションを継続する意志を確認できたことで目的
達成に至りました。 

背景：「ワークライフバランス」という言葉は、人口構造の変化や少子化・高齢化が進行する社会への
問題意識を背景に、一般に広く知られるようになっています。しかし、その考え方が正しく理解され、
本当の意味で普及しているかというと、誤認や誤解も含めて、まだ十分ではないのが実状です。時代が
如何に変化しようとも、個人の自立と他者との調和を前提とした、しなやかで強い、持続可能な地域を
実現していくことが必要です。 
 
対外目的：制度や仕組み・環境に依存せずに「自分らしく生きる」という視点を通じて、ワーク・ライ
フ・バランスを正しく理解する機会とします。 
 
対内目的：制度や仕組み・環境に依存せずに、「自分らしく生きる」という視点を通じて、個の選択と
公の調和を実現できる地域のリーダーの在り方を理解する機会とします。 
 
手法：堀江貴文氏基調講演、パネルディスカッション 
 
成果 【対外】 
制度や仕組み・環境に依存せずに「自分らしく生きる」という視点を通じて、ワークライフバランスを
正しく理解する機会とします。 
①講演内容としては、過激な言動や偏った意見が目立ったが、来場者に多様性の必要性を認識していた
だくには、それと対比するインパクトのあるものをぶつけることが最も効果的な手法のひとつであり、
「自分らしく生きる」という点では多くの市民に発信する事が出来ました。アンケート結果から「周り
に捉われず、自分の考えを人に伝える自信をもって生きたいと思いました。」や「今まで常識に捉われ
て生きてきたが、チャレンジする勇気をもつことができました」などこれまでの来場者自らの環境を意
識変革することができました。 
②ワークライフバランスの発信→多様性を受け入れる→真のワークライフバランスの発信（自分らしく
生きる）当初委員会で計画したこのスキームをほぼ実現することができました。アンケートで他県から
来場していただいた方に、地域の閉鎖感が日々感じられる意見があり、もともと保守的で多様性を排除
しやすい地域では、それと対比するインパクトをぶつけることが効果的であるし、必要なことがアン
ケートから検証できました。 
 
成果 【対内】 
制度や仕組み・環境に依存せずに、「自分らしく生きる」という視点を通じて、個の選択と公の調和を
実現できる地域のリーダーの在り方を理解する機会とします。 
①自己満足や一人よがりにならず、自分がやりたいことを遂行するにはニーズがあり、協力者が必ず必
要であることを深く理解できました。 
②地域のリーダーとして自らの決断により既存の制度や取り組みに捉われず、未来を切り開く重要性を
地域に伝えることが必要とされる現在、自分らしい生き方を追求し、他者との共存に重きをおくことで
これからの不確実性の増す社会において重要な価値観であることをアンケートから検証されました。 
 
 
 
 
 

 １０月公開例会 

『自分らしく生きる～共にある未来へ～』 

付属的成果、後日談 
チームマネジメントの基礎となるコ
ミュニケーション能力を更に高めて
いくために、「知る」をキーワード
に、自分を知り、自分以外の他者を
知り、受け入れると言うことを脳科
学的な切り口でアプローチで学び、
多様な価値観を理解したことで、
個々に異なる能力をいかに最大化さ
せてチームとして成果をあげるの
か？我々委員会メンバー全員で学び
を元に結果を残し、今後につなげる
ことができました。 

 



若村委員長 所見 

阿蘇室長 所見 

 

阿曽副理事長 所見 

今年度、最幸なチームづくり委員会の例会・事業としましては、７月にチーム力を最大限に発揮できるリーダー育成事業を
実施しました。そこで、コミュニケーションの必要性・重要性を学び関心をもっていただくことで、メンバー内の内的組織
向上を図るとともに、学んだ事物を会社や家庭に取り入れていただく事でコミュニケーション能力を活かしたチームビル
ディングの構築を行いました。そして、１０月には、「自分らしく生きる～共にある未来へ～」をテーマに公開例会を実施
しました。年間通して委員会を重ね考案した、ワークライスバランス＝自分らしく生きる、ことについて広く地域に伝える
とともに、内部に対しては、地域のリーダーとして、主体性・協調性を理解し行動することは重要であることを認識させる
ことが実現できたと思います。その他に、委員会で模索したヒアリングシートやチケット販売に関しては、創意工夫のある
発想力豊かな手法であり、次年度以降も、前例に捕らわれない新たな手法を委員会で計画し実行することで大きな効果を出
していってほしいと思います。事業・例会・委員会活動の全体を通じ、委員長を筆頭に委員会メンバーがチーム力を発揮し
た最も効率的な運営で好環境を生み出し、議論を重ね、自己啓発をもち地域発展に繋げた結果、人とひととの弛まない連携
が地域活力につながり、夢と希望に満ちた持続可能な地域社会の実現ができたと思います。 

最幸なチームづくり委員会は、２本の大きな事業を基軸とし地域を牽引するリーダーとして漫然と迎える未来を主体的に築
く未来として切り開いていくために、変化対応能力を持つチームマネジメントを身につけ内的組織の成長に努めて参りまし
た。７月事業では、会員のチームマネジメント能力向上を基軸としたコミュニケーション力の向上を図る事業を行い、多様
な手法の中で、まずは自分を知り、自分とは違う他者の思考を学ぶ相手を認め、多様で相手にあったコミュニケーション図
ることでチームとしてチームとしてまとまっていく事が出来ると学びました。また、１０月公開例会として３名の講師をお
招きし、制度や仕組み・環境に依存せず、「自分らしく生きる」という視点を通じて、個の選択と公の調和を実現できる地
域のリーダーの在り方を理解する事を学びました。１０００名を超える参加者の中、感じ取った意見は多種多様の中おのお
のが自分の目指す自分らしい未来を主体的に描きアンケートを通じて意見を頂けたことで、自らが主体的に描く未来を想像
して頂けたと確信しております。全体を通じて、不果実性が増す時代の中で、他者との違いを認め、自分らしい生き方を一
人ひとりが考え、自分にあった生き方を選択し、新たな時代を生きていく事が必要だと個々が意識しなくてはなりません。
我々,一人ひとりが地域社会との深い関わりを自覚し、「選択と結果を受け止める覚悟」と「地域社会への思いやり」を持
ち、地域や社会と「しなやかで強いチーム」として有機的につながる事で、酒田・遊佐をより良いまちにしていく事が実現
できると確信しています。 
 最後に、阿蘇室長をはじめ、委員長を最後まで支えていただいたメンバーと、ブロック副会長とし多忙極まる中、奥様を
支えて頂いた若村光司君、そして最後まで尽力してくれた若村峰沙委員長に感謝し、副理事長所見と致します。 

7月事業では、チームの能力を最大限に発揮できるリーダー育成事業に取り組み、ここでは様々な場面のリーダーたらんとす
る我々が、「ワーク・ライフ・バランス」の視点を用いたチームマネジメントの基礎となるコミュニケーション能力を更に高
め、自分を知り、他者を知ることで、人との違いを間違いとして捉えるのではなく、それらを受け入れて、更にその違いを掛
け合わせることで、より強い成果を生み出すという視点を理解し、リーダーとして、個々の能力を最大限に発揮できるように
マネジメントできるきっかけを学べました。「多様性」を受け入れるための脳科学からのアプローチは、会員からも「すごく
ためになった！」「次年度以降の手帳に載せて欲しい！」などの意見を頂き、実際にJCや家族・会社の仲間との関わり方等
が変わり、関係性や効率が向上したという報告を受けることができてうれしく思います。 １０月公開例会では、未だ進まぬ
「ワーク・ライフ・バランス」について実現するため、「ワーク」か「ライフ」か。二項対立な議論にせず、新しい視点から
アプローチすることができたと思います。『自分らしい生き方』＝「ワーク・ライフ・バランス」の実現。堀江氏の過激な言
動や価値観を目の当たりにしたことで、「多様性」を意識し、自分との違いや自分の価値観の再確認ができ、自分らしい生き
方とは何なのか？今まで改めて考えたことがない「自分らしく生きる」について向き合ってもらえたことができました。制度
や仕組みに依存したり、他者や環境のせいにせずに今までの常識の枠にとらわれない新たな価値を模索したり、自分の在り方
や価値観を見つめ直してもらうことで、「自分らしく生きる」事を意識してもらい、パネルディスカッションとエンディング
映像から、自分らしく生きるとは、独りよがりや自己満足ではなく、そこには必ずニーズや協力者が必要であり、他者との関
わり方が重要であることを感じてもらうことができました。1000名を超える多くの市民に意識変革の機会の提供ができたこ
と、酒田青年会議所のブランディングにつながる例会ができたことをうれしく感じております。  委員会運営としても、ラ
ンチミーティング導入や会議2時間制を目標に取り組むことができ、様々な個性や経験・価値観を持つメンバーが、一人掛け
ることなく、個々に持つ能力を最大限に発揮することができ、我々委員会が実際に最幸せなチームづくりができロールモデル
となれたと思います。そして、我々の発信を通して、個々が幸福を感じ誰もが心豊かな未来を描き、他人を思いやり互いに支
え合ことでチームが生まれ、チーム内でコミュニケーションの質を高めることで生産性が向上し円満で結束力に優れたチーム
が地域に溢れ、夢と希望に満ちた持続可能な地域社会が実現できると確信しております。 最後に、今回委員長という機会を
与えていただけた事に本当に感謝しております。そして、何よりも最幸なメンバーでチャレンジできたことを誇りに思います。 
今まで支えてくれたメンバーのみなさん・室長・副理事長・そして家族に心から感謝申し上げます！本当にありがとうござい
ました！ 

委員会の様子 
①JCを楽しむこと。 
②時間を有意義に使うこと 
（会議は９時で終了。ランチミーティングも積極的に活
用） 
③懇親会は日付が変わる前に終了 
④財布に優しい委員会 
（お得でリーズナブルなランチや懇親会を開催） 
⑤委員会メンバーと生涯のキズナを育む 
 

達成！ 

ワークライフバランスの視点を入れたチームマネジメントの実践が最幸なチームづくり委員会の担いでした。
しかし、事業に向けての調査の中で得た実態は、企業側の「働かせ方」にのみ議論が集中し、市民一人一人の
「生き方・働き方」についての論点が抜け落ちていた現状がありました。「ワーク」と「ライフ」という二項
対立する概念に対し、「自分らしい生き方」をテーマに掲げ、「こうでなければならない」という固定観念を
払拭しました。市民１０００人を超える参加を実現し、「個人の自立」があっての「社会との調和」を発信で
きたことは、多くの市民に自分と向き合う機会を提供できたと思います。自分で決断し、選択を行い、その決
断と選択の結果を受け止める「覚悟」と、地域社会への「思いやり」をもって、一生懸命生きることこそが最
幸のチームをつくりだしていくと思います。 

阿部理事長 所見 



委員長 岡部 覚 

副委員長 長南 友樹、石井 悟 

運営幹事 佐藤 梓、山口 彰 

会計幹事 阿部 拓也 

委員 
齋藤高寛、佐藤岳、梅津敬輔、石川雄一、阿部健一、佐藤友輝、上村真美、高橋優、大川賢一、
佐藤淳平、 

「立て山鉾製作事業」 

共存共栄みんなの山鉾委員会 

背景：当会議所は、まちの誇るべき伝統文化にす
るべく立て山鉾を復活させ他団体や学校への山車
製作指導や巡行への参画で歴史継承に携わってき
ました。諸先輩が絶やす事無く続けてきたことで
年々立て山鉾に対する認識も高まる中、まちの未
来に責任ある我々が、過去からの学びを基に主体
的に新たな価値を生み出し次世代へ継承していく
人材を育成する必要があります。 
 
対外目的：立て山鉾を地域のたからと位置づけ、
主体的に次世代につなぐ意識を持たせることを目
的とします 
対内目的：立て山鉾に過去と時代の変化を取り入
れて更なる飛躍を目指せる山鉾製作後継者の育成
を目的とします 
 
手法：立て山鉾５段目以降の紙剥ぎ・木組み・番
線補強・紙貼りを通して山鉾製作技術継承を行い
ました。 
 
 
効果、成果：本年度は、技術継承を目的として事
業を行いました。対外の製作参加人数は昨年を上
回り、より多くの市民また観光に訪れた地域外の
方々より立て山鉾に触れていただくことができま
した。また、対内については新入会員予定者の仮
配属により今後を担うメンバーより精力的に参加
いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

背景：これまで当会議所では長きに渡り古のま
つりを取り戻すべく、立て山鉾をツールとして
行政や市民及び他団体へ運動を展開してきまし
た。しかしながら我々当会議所としては統一し
た指針・方針がなく親密な関係を築くまでには
至っておりません。今年度５０周年を迎えるに
当たり昨年策定した酒田まつり長期構想を基に
行政・他団体とのつながりを確立して美しく強
いまちを構築する必要があります。 
 
対外目的：山鉾を一つのツールと捉え県内外の
市民に対し広く周知し、各種団体と連携し歴史
資料館建設を推進する協議会を立ち上げ次年度
へ引き継ぐことを目的とします。 
 
対内目的：立て山鉾製作の技術伝承を基軸に巡
行できる山車を製作してまちの賑わいを取り戻
し行政及び他団体と意識を共有することを目的
とします。 
 
手法：今年新たに歴史に基づいた巡行型山鉾製
作をメインターゲットである百花繚乱！まつり
塾生と共に行いました。 
 
効果、成果：本事業では山鉾を20日の本祭り
にて巡行を実現すべく現在のインフラ環境で巡
行を行える限界サイズの山鉾を製作いたしまし
た。そして、まつり塾との連動にて巡行を実現
したことにより地域コミュニティーの強化を果
たしました。また、19日の宵まつりでのお披
露目により他地域より来場された方々の目に雄
姿を焼き付けることが成されました。 
 
 
 

「美しく強いまちのデザイン構築事業」 



背景：まちのたからである立て山鉾は当会議所が復活させ、それ以降も様々な活動を継続してきました。
その功績により現在立て山鉾の存在は多くの市民より認知され酒田まつりのシンボルとして確立してき
ています。しかし、まちのたからに自ら触れられる機会は少なく立て山鉾を通じてまつりへの機運を高
めることができない現状があります。そこで、まちのたからである立て山鉾の真価を確実に伝え、守る
必要があります。 
 
対外目的：酒田まつりを待ち望む気持ちを高めると共に、主体的に酒田まつりに参画する意識の醸成を
図ることを目的とします。 
 
対内目的：押し迫る酒田まつりへの機運を高めると共に、一人ひとりが酒田まつりやその他の事業を成
功に導く力を育成することを目的とします。 
 
手法：大人から子どもまで楽しめるように酒田張子製作体験や酒田囃子、映像、縁日ブースを設けて模
擬まつりを開催しました。タテヤまつりの後は酒田市光丘文庫 古典古文書研究員の田村真一様より酒
田まつり・立て山鉾の歴史をご講演いただき、最後に立て山鉾頂上部へご来場いただいた方々の願いご
とを入れていただきました。 
 
効果、成果： 
本例会では山鉾に関するアトラクションやブースを日和山公園内に設け多くの対外参加者よりご来場い
ただきました。そして、まちの歴史文化を体験していただくことにより更に立て山鉾が認知されました。
また、会場内には子供たちの笑顔が溢れており確実に未来での伝承を期待できる光景が見られました。
また、最後に立て山鉾への願い事を入れていただいたことで立て山鉾完成時には多くの方々にお越しい
ただきました。 
 
 
 
 
 

「５月公開例会」 

委員長からひとこと 室長からひとこと 副理事長からひとこと 

山鉾製作経験者のいない山鉾委
員会でしたが、多くの方々から
お支えいただき無事に全部の事
業を終えることができました。
私自身、不安で一杯だった昨年
９月からあっと言う間に時間が
過ぎてしまいました。長いよう
で短い１年間、いつもそばに委
員会メンバーがいてくれたこと
を心から感謝していますし、こ
のメンバーでなければ成し得な
かった事業ばかりであったと信
じています。 
        （岡部 覚） 

濃い一年を過ごした岡部委員長
率いる山鉾委員会。このメン
バーは失敗も成功も経験し、素
晴らしい「山鉾野郎」「山鉾
女」になったと感じます。この
経験を人生の宝物として大切に
しつつ、これからの青年会議所
や酒田まつり発展のために尽力
して頂きたいと思います。 

例年と違い１年間を通じ事業を
開催し町の為に運動してきた委
員会でした、酒田まつり後は
中々意識が上がらず苦労した部
分もあったかと思われますが、
委員長の人柄でメンバーを奮起
させ最後までメンバーと共に事
業を構築し実施していた姿は次
年度以降にもつながるのではな
いでしょうか、１年間様々な事
業に参加してくれた、ＬＯＭメ
ンバーに感謝するとともに委員
長をはじめとする委員会メン
バーにお疲れ様と言わせてもら
います。 

背景：当会議所は２０年前に山鉾を復活させ山王祭に
更なる活気を生むべく立て山鉾の復活、創始４００年
祭では市街地一部区間ではあるものの市内巡行を行い
ました。我々はこれまでも立て山鉾本来の在り方を取
り戻すべく様々な運動を展開してきましたが、立て山
鉾市内巡行は基より関係諸団体との連携も図れていな
い現状があります。山鉾復活から２０年経った今だか
らこそ、我々だけではなく産学官民が手を取り共に考
え美しく強いまちの未来に向け行動する必要がありま
す。 
 
対外目的：立て山鉾巡行がまちにもたらす波及効果を
理解していただくとともに行政や各種団体との連携強
化を図ることを目的とします。 
 
対内目的：昨年度策定した酒田まつり長期構想を実現
させていく上で、立て山鉾の未来ヴィジョンに全メン
バーが統一見解を図ることを目的とします。 
 
手法：立て山鉾をまちづくりの観点から考えていくた
めに産学官民の有識者を集めてシンポジウムを開催し
ました。様々な視点を持つコーディネーター・パネリ
ストが意見交換を交わし立て山鉾の新たな一歩を踏み
出すことができたと思います。 
 
効果、本事業では、美しく強いまちの未来創造シンポ
ジウムと題しまして開催いたしました。そして、まつ
りを通したまちづくりにおける産学官民の連携を強化
すべくあらゆる観点より考察したパネルディスカッ
ションを行うことで、各々の立ち位置にて何をすべき
なのかが明確となりました。また、立て山鉾を観光要
素として重きにおいた交流人口拡大を図る展望を提言
することができました。 
 
 
 
 
 
 
 

「美しく強いまちの未来創造シンポジウム」 

理事長からひとこと 
今年度は、酒田まつり長期構想の始まりの年と
いうことで、当会議所の基本構造を、立 
て山鉾を中心とした「伝統文化の継承」に置き、
そこを起点に「市民参加の拡大」と「賑わいの
創出」という回転運動を生じさせ、直線とは違
う終わりのない酒田まつりを描いてきました。
酒田まつりへの参加と企画等はもちろんのこと、
特に今年度は次年度以降の運動の広がりを見据
えたシンポジウムを開催し、能代市の天空の不
夜城協議会はじめ、行政や大学と連携した立て
山鉾を活かしたまちづくりの視点は、まつりに
関わる市民に対し大きなインパクトを与えるこ
とができたと思います。我々ＪＣは何のために
酒田まつりに関わっているのかという存在理由
そのものから外部視点を交えて捉えなおしてい
くことが、これからの酒田まつりのあるべき姿
を問い直し、根幹を踏み外すことなく、地域に
潤いと心の豊かさをもたらすことができると思
います。 



委員長兼室長 佐藤弘典 

副委員長 佐藤浩和 堺正行 

運営幹事 阿部努 原義典 

会計幹事 石倉正幸 

委員 
荒生卓真 遠田勝久 小野寺優 小西美穂 小林志季 佐々木亮 佐藤篤 佐藤浩 
佐藤良平 竹内力 渡会寛子 齋藤将人 

百花繚乱まつり塾事業 

地域と共に誇れるまつり委員会 

背景： 
 これまで酒田青年会議所はこの事業を通し市民の郷土愛の醸成を図り、次世代を担う若
者に「誇り」を創造 させてきたことで酒田まつりに対する意識向上に貢献してきた事は間
違いありません。この意識をさらに高めると共に自発・自立参加型の酒田まつり実現のた
めには市民参加の拡大と、我々と共に地域を牽引することのできる意識の高い核となる人
財を育成する事が必要です。 
 
目的： 
 地域を牽引することのできる意識の高い参加者と管理者に育成することを目的とします。 
  
 酒田まつりを通したまちづくりへの想いを、意識の高い人材として若者達へ伝える機会
を創出します。また、塾生と同じ音で山鉾巡行に参加することで、より一体感が生まれ酒
田まつりの賑わいの創出に寄与することを目的とします。 
 
手法： 
 まつり塾の開催 
 
効果、成果： 
 パートにリーダーを設け、リーダー同志のミーティングを行ったことで、事業に対する
責任感が感じられ自主的に行動する姿が見られました。また酒田まつり前後に取ったアン
ケート結果からも地域を牽引できる意識の高い参加者を育成することが出来ました。 
事業参加者として小学生を塾生に招いたことで父兄がセットとなり参加頂き塾全体に活気
が生まれました。中でも父兄自らの意識が大幅に改革され方が多く見受けられ、なかには
来年以降自主的に企画・参加していこうという方もいました。この結果からまつりに対す
る人材育成の面だけではなく意識醸成にも繋がりました。 
 
 
 
 
 
 
 



委員長兼室長 佐藤弘典 

副委員長 佐藤浩和 堺正行 

運営幹事 阿部努 原義典 

会計幹事 石倉正幸 

委員 
荒生卓真 遠田勝久 小野寺優 小西美穂 小林志季 佐々木亮 佐藤篤 佐藤浩 
佐藤良平 竹内力 渡会寛子 齋藤将人 

長期構想事業化計画事業 

地域と共に誇れるまつり委員会 

背景： 
 ４００年以上もの長きにわたり絶やすことなく続いてきた山王祭、我々、酒田青年会議
所も宵まつりの企画運営及び本まつりの山車巡行において、地域の賑わいを取り戻すべく
活動し伝統文化を重んじながら参画してきました。今年度５０周年を迎えるに当たり、変
わらないために変わり続ける市民参加型の酒田まつりの実現へ向け行動する必要がありま
す。 
 
目的： 
 自分たちのまつりだという意識を醸成し伝統文化を重んじ自発的に参画してもらい、市
民主導型の酒田まつりにすべく賑わいを創出し事業を構築していく事を目的とします。 
 
歴史を学び時代に合わせた宵まつり・山車巡行を企画・運営することが５０周年の節目、
酒田まつり長期構想のスタートと位置づけ我々及び市民が共に手をとり構築できる事業と
することを目的とします。 
 
手法： 
 酒田まつり実行委員会と連携した宵まつり・本まつりの企画運営 
 
効果、成果： 
 今年度は宵まつり・本まつりを長期構想の3本の柱を基準に考え走り出しの年として事業
の開催及び参加をしました。宵まつりでは伝統文化と新たなる市民参加の在り方を考え山
王フェスを開催し今後の宵まつりを考える上で市民主導型でも開催できる設えをしました。
本まつりでは我々が所属している酒田まつり実行委員会と連携し山車の待機場所・巡行形
態を考え開催しました。JCが今まで酒田まつりに参加してきた過去から現在における課題
を見いだし、今年度は巡行する際の新たな掛け声の取り決めと声だしをしながらの日吉丸
巡行練習を企画し、練習において当日の動きを実際に肌で感じてもらったことで、当日は
大きな掛け声で勇ましく日吉丸を引き上げる姿と、観客からも声援があがる様子が見受け
られたことからも賑わいの創出が図れたと断定し、幸先良く長期構想のスタートを切るこ
とが出来たと感じています。 
 
 
 
 
 
 



委員長兼室長 佐藤弘典 

副委員長 佐藤浩和 堺正行 

運営幹事 阿部努 原義典 

会計幹事 石倉正幸 

委員 
荒生卓真 遠田勝久 小野寺優 小西美穂 小林志季 佐々木亮 佐藤篤 佐藤浩 
佐藤良平 竹内力 渡会寛子 齋藤将人 

6月公開例会 

地域と共に誇れるまつり委員会 

背景： 
 酒田青年会議所は、「まちづくりの鍵は酒田まつりにある」という考えを基軸としてま
ちの発展のための運動の一つとして継続した酒田まつりへの参画を行って参りました。２
０１４年には酒田まつり長期構想を策定し、今後もまちの発展のための運動を続けていく
覚悟をもって行動をしております。我々が行ってきた運動により、中高生や市民の酒田ま
つりへの参画者の増加傾向にはあるものの、歴史文化を知り、次世代へと継承していくこ
とは継続して行うべきことであり、歴史文化の認識による地域への誇りを醸成していくこ
とに対しての努力を重ねていくことは重要であると考えます。酒田まつり長期構想を基軸
としたまちづくりを実践し多くの共鳴により地域に潤い心の豊かさをもたらしていくこと
が我々に求められていると考え本事業の立案に至りました。 
 
目的： 
 まつりの歴史と酒田の歴史を知り、まつりを盛り上げることが酒田を活気づける事に寄
与することを認識してもらう事を目的とします。 
 

 まつりの歴史と地域の歴史を知り、酒田青年会議所がこれまでまつりに参画してきた意
義を改めて知り、振り替えることで酒田青年会議所に所属することへの誇りを醸成し、ま
つりを通したまちづくりを行っていく必要性を認識することを目的とします。 
 
手法： 
 6月公開例会～まつりはドラマよ～の開催 
 
効果、成果： 
 江戸時代から続く山王祭及び酒田市の歴史を紐解き、時代の移り変わりによってまつり
がどのような変化をし、我々が何時の時代から参画しどのような変化をもたらし賑わいを
創出してきたかを学び、参加してくれたメンバーに発表する事業として委員会メンバー一
丸となり準備し発表しました。アンケート結果にもありますが、参加してくれた方々に酒
田の歴史及びまつりの重要性を再認識していただけたのではないかと思います。 
 
 
 
 
 
 
 

理事長からひとこと 
「モノを売る時代」から「コトを売る時
代」への転換にあって、まつりにおいても
交流 
を通じて、人と人、文化と文化が出会い、
互いに影響し合う中で、各人が自分にふさ
わしい位置を再認識することが重要視され
つつあります。まつりは誰のものかという
問いに、シンプルに分かり易く且つ楽しく
伝えられる事業こそがまつり塾だと思いま
す。ルーツを知っている、知らないでは、
自らについての自尊心や誇りの深みが変
わってきます。日本人は英語ができないと
か、海外コンプレックスを持つ傾向があり
ますが、本当は世界でも類を見ない歴史と
文化を持つ民族です。また、まつり塾は、
その場にいる人たち全員の一体感を生み出
すことができます。インターネットやス
マートフォンなどが普及した現代ですが、
大人から子供へ口伝のように伝え、お互い
に学びコミュニケーションできる事業だと
確信しています。 
 



委員長 和田 誠 

副委員長 三浦 純一  國松 真也 

運営幹事 石川 直紀  佐々木 大祐 

会計幹事 澤口 貴之 

委員 齋藤 祐樹  石川 英一  佐藤 桂輔  渋谷 春樹  高橋 俊次  田中 新 

「四月公開例会」 

企業と起業 

～これからの経営者の在り方～ 

 

 地域経営まちづくり委員会 

背景：私たちのまちは、財を成した豪商たちがまち
づくりに寄与し公益の精神が受け継がれ湊町として
栄えてきました。しかし、まちの事業所数は年々減
少し、起業しようとする人材も少なく、また人口減
少も相まってまちの産業力が失われている実態があ
ります。今こそ、まちに住む経営者、これから起業
を考えている市民・学生が「経済性」最優先の経営
の在り方から、企業の社会的使命である「永続」と
「社会性」を最優先する経営の在り方へ意識変革し、
地域貢献しながら自社を強くする方法を学び、まち
を経営する視点をもって民間主導でまちづくりを牽
引していく必要があります。 
 
対外目的：参加者が民間主導のまちづくりの必要性
を感じ、実践する意識へ変革することを目的としま
す。 
 
対内目的：メンバーがまちを経営する視点をもち民
間主導のまちづくりを理解し、率先して行動する自
覚をもってもらうことを目的とします。 
 
手法：公開例会の開催 
   第一部 基調講演 大久保秀夫氏 
   第二部 白熱起業塾 東北公益文科大学学生 

効果、成果： 
対内参加人数 80名 
対外参加人数 139名 
合計     219名 
 
当会議所として今年度一番初めの公開例会と
して内容、動員全てにおいて一定の成果のあ
る例会だったと思います。 
 講師として大久保秀夫氏をお招きし、今で
はJCのスタンダードとなりつつある公益資本
主義という考え方を企業経営者を中心に発信
し、学生が民間主導の循環型まちづくりプラ
ンをプレゼンし来場していただいた皆様より
意見を頂戴しブラッシュアップする新しい手
法も取り入れ行いました。また、委員長が台
本を見ないで趣旨説明を行う手法にもチャレ
ンジし今までの例会のイメージを変えること
もできました。 

背景：私たちのまちは、財を成した豪商たちが
まちづくりに寄与し公益の精神が受け継がれ湊
町として栄えてきました。しかし、まちの事業
所数は年々減少し、起業しようとする人材も少
なく、また人口減少も相まってまちの産業力が
失われている実態があります。今こそ自らの想
いを形にできる人財を育成し、循環型まちづく
りの実践を通じて起業家精神をもった若者たち
がまちを先導して行く必要があります。 
 
対外目的：学生の起業家精神を喚起するととも
に、社会に貢献できる自立した人財の育成を目
的とします。 
 
対内目的：学生・地域住民との交流を深め、民
間主導の自立したまちづくりの意識醸成を目的
とします。 
 
手法：民間主導のまちづくりの社会実験 
 
効果、成果： 
 東北公益文科大学学生の平尾ゼミ生と共に、
5月の酒田まつり宵祭りで得た利益をこども食
堂の運営費に投資し、学生が積極的な広報をす
ることで運動の広がりを生み循環させていく事
業でした。 
 当委員会では起業家精神を「リスクを恐れず
挑戦し新しい価値を生み出そうとする姿勢」と
定義し学生が主体的に取り組む環境を整備しサ
ポートすることで、社会に貢献できる自立した
人財の育成ができました。 
 初めの酒田まつり宵祭りの出店では約35万
円を売り上げ利益は約19万円となり学生の自
信に繋がりました。またその後のこども食堂の
運営、北前横丁での出店、学生によるメディア
への働きかけと学生が積極的に取り組み、新し
い価値を生み出そうとする姿勢が生まれました。 
 
 

「起業家精神の喚起事業」 

付属的成果、後日談 
 
・山形新聞さんが積極的に取り上げてくれた。 
・学生がプレゼンした内容が実際に動き出し
た。 
・○洋自動車工業の就職が決まるきっかけを
作った。 
・大久保秀夫氏がサマコン登場。 

付属的成果、後日談 
 
・学生が自分の住んでいた地元ではなく、酒田
が好きになり酒田での就職を希望する人が出て
きた点。 
・事業後も学生がこども食堂の運営し、北前横
丁での出店が継続されている点。 
・学生だけではなくこども食堂に興味のある一
般市民が運営に関わっている点。 
・この民間主導の循環型まちづくりの取り組み
がサークルとして申請し全学生が取り組める事
業になる予定です。(サークル申請中) 

「まち・ひと・しごと発信事業」 

就活Revolution～新しい就活のかたちがここにある～ 

 背景：私たちのまちは産業の衰退、人口減少問題な
ど様々な地域課題を抱え、若者の地元離れはまちの
未来を牽引する人財を失うことになり早急な対策が
必要です。地域全体が東北公益文科大学とその学生
が持つ特徴や良さを見つめ直し、地域が一体となり
まちを牽引する人財へ育てていくと共に学生が地元
企業の魅力を知る機会を増やし地元に定着していく
仕組み作りが必要です。 
 

対外目的：企業・行政・学生が一体となり新しい就
職活動の在り方を考え、学生の郷土愛を育み地元に
定着させる意識の醸成を目的とします。 
 
対内目的：地域を牽引するリーダーとして学生の就
職活動の現状を知り、若者を育て地元定着させる意
識醸成を目的とします。 



手法：新しい就活のかたちを考えるシンポジウム 
 
効果、成果： 
対内参加人数 61名 
対外参加人数 31名 
合計     92名 
 
 4月例会から5月事業そして10月事業と一貫し
て東北公益文科大学学生と共に歩む事業を行って
きた最終として、学生のゴールである「就活」に
フォーカスをあて、ここ10年変わってないと言わ
れる就活のあたらしい形を行政・学生と共に考え
る事業でした。 
 酒田市のまち・ひと・しごと総合戦略にある
「酒田市への新しい人の流れを作る」部分を酒田
市商工港湾課加藤様よりご説明いただき、その後
学生と共に行ってきた民間主導の循環型まちづく
りの社会実験の効果を発表し、その学生たちが最
後の悩みである就活の現状と新しい形を山本講師
より発信していただき有意義な事業であったと思
います。 
 実際、当委員会の事業に関わったことで酒田が
好きになり、実際に酒田の就職が決まった生徒も
出てきた点は特筆すべき効果であると考えます。 
  

付属的成果、後日談 
 
・この事業がきっかけとなり平尾教授の働きか
けもあり来年度、ミライコンテスト酒田(新しい
就活)がスタートを切ることになりそうです。 
・実際に、当会議所OBの会社の面接を受けたり
紹介したり学生の就活の手助けができた点。 
・次年度理事メンバーを中心に各々ステージ上
がれるように工夫し、委員会全体での発信がで
きた点。 

副理事長からひとこと 

公益資本主義を学び、起業家
精神を育む事業に取り組みま
した。事業に関わった学生の
意識変化を生み、仕掛けた
我々も多くを学べる事業だっ
たと思います。これからのま
ちづくりには、地域経済の活
性化と若者が夢を抱ける環境
の構築が必要です。我々企業
家の意識を変え、企業の在り
方や就活への考え方を改めな
ければなりません。 
      （大矢 貴幸） 

室長からひとこと 委員長からひとこと 

酒田JCの皆様のおかげで沢山
の社会勉強ができました！ 

これからも酒田のまち、大学の
後輩もよろしくお願いします！！ 
東北公益文科大学 平尾ゼミ生一同 

平尾ゼミの学生は、JCの皆様と活動するよう

になってから、社会への関心がとても高まりま
した。 それは多くの社会人と出会い、真剣な

話し合い、一緒にプロジェクトを進めていく中
で育まれたものです。特に、他の地域出身者
から、酒田でのつながりを大切にしたいから、
酒田での就職を希望するという学生も出てき
たのには、驚きました。地域と大学、社会人と
学生の新しい協業スタイルがJCの皆様の熱い

サポートのお陰で、実現できたのだと思いま
す。JCの皆様のハートが、学生に伝わったこと
による成果だと考えています。 
 
      東北公益文科大学 教授 平尾 清 

当委員会は一年間4月例会か
ら10月事業までストーリー性
を持たせ、東北公益文科大学
学生と共に事業を行い、沢山
の学びを得ることができまし
た。また、各事業では当会議
所メンバーの皆様より沢山の
ご支援を頂戴し無事一年間の
担いを全うすることができま
した。本当にありがとうござ
いました。そして優秀な委員
会メンバーに恵まれた事にも
感謝致します。（和田 誠） 

酒田に根付く公益の精神を
「公益資本主義」に注目し
発信し、社会貢献できる人
材の育成する事業を行いま
した。若者の中には酒田で
何かができるかもしれない
と地元就職を希望する方も
おり、若者の意識変革を起
こすことができたと思いま
す。未来を担う若者と共に
運動を発信できたことは今
後に繋がる第一歩となった
と思います。  (矢野  泰
規) 

理事長からひとこと 
「まちとは何か」。私たちはなぜ、商店街に感じる「まちらしさ」をショッピングモール」には感じない
のか。おそらくそこに欠けているのが、「アントレプレナーシップ（起業家精神）」であり、自分で事業
を起こしていくという人がいて、その想いを活かすことができる空間を、私たちは無意識に「まち」と
言っています。今年度は東北公益文化大学の学生とコラボレーションし、公益資本主義を共に学びながら、
異なる専門技能や世界観、意見を持つ人たちがアイデアを共有し、学生たちが実践してそれを体系化し、
地域へ伝えてきました。仕事とは与えられるものではなく、仕事とは自分たちで創りだしていくものだと
いう働くことへの若者の意識変革に我々ＪＣメンバーも多くの勇気をもらいました。また、大学との連携
は我々企業家にとっても様々な示唆得られる機会であり、まちづくりの新たな可能性を切り開けたと思い
ます。  



委員長 小林慈明 

副委員長 髙橋了、前田光 

運営幹事 佐藤純、菅原卓 

会計幹事 塚形智志 

委員 佐藤瞬、佐藤貴士、佐藤拓也、宗雄大、船木丈博、横山桂一 
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効果、成果：第一部は、小野寺顧問・鈴木先輩による
トークセッションを行っていただきメンバーからも
「大変勉強になった」「体験した人の話は為になっ
た」等の意見を頂き、講演の趣旨が間違っていなかっ
たことを実感しました。また、災害対策と減災を身近
に感じ意識を持つことが出来たのではないかと思いま
す。 

背景：東日本大震災・南陽市豪雨災害・熊本地震など近年日本各地で
大規模災害が多発するなか、未災者であるわたしたちに備え・減災と
いう意識がなかなか普及しないのは、当事者意識が不足していること
や具体的に何をすればよいのか理解していないことがあげられます。
被災者や関係諸団体等では災害に対する備え・減災の普及活動など、
住民主体の運動が進められている今こそ、生活者としての視点を活か
し暮らしに根ざした楽しい減災により、減災が生活の一部という意識
を醸成する必要があります。 

7  

背景：防災・減災について組織として実動できる体制
づくりに取り組んできました。時間の経過とともに震
災時以降の入会メンバーの増加や単年度制・卒業とい
う制度により、実際に防災・減災や災害対策について
の意識を高く持ち理解し実動できるメンバーは少なく
なっています。今一度、平時からの備え・意識・心構
えを高く持ち減災に対し率先して行動できる組織であ
る必要があります。 

目的：災害対策と減災を身近に感じてもらい、意識を
高く持ち日頃からの備えや災害発生時に組織として実
動できる体制を整えることを目的とします。 

目的：家族・親子という最小のコミニティに減災という考えを定着さ
せるため子供とその保護者を主な体外対象者とします。また、これか
らの未来を担う若者たちに減災を当たり前のこととして捉えていただ
き、子供たちが学び身に着け実践する姿を見ることで大人も一緒に
なって学んでいただきます。さらに子供たちが次世代の子供たちに減
災を当たり前のこととして教えていってもらうために親子で参加し暮
らしに根ざす減災を取り入れていただきます。人数については手法の
性質上、安全性と交通の妨げにならない程度の参加人数を考えて、親

子で参加いただきたいと考えます。 

手法：一部、減災ウォークは酒田大火を通して災害とそれに対する
備えを身近に感じてもらう事が狙いでした。当日は炎天下長時間の
中での開催となりましたが、参加していただいた方のほとんどが地
元で起きた災害を知らない世代であったこともあり、様々な学びと
災害を身近に感じてもらえる設えが出来ました。二部ではNPO法人
ママプラグ講師冨川様により、実際に身近にある物を使っての減災、
災害対策のセミナーを行いました。 

効果・成果：七月公開例会は、未災者であるわたしたちが備え・減
災という事を意識し、当事者意識を持ち実際具体的に何をすればよ
いのかを、生活者としての視点を活かし暮 らしに根ざした楽しい減
災を通じて減災が生活の一部という意識を醸成するために開催いま
した。「減災」という言葉の意味やそれに対する意識の周知、今後
の減災活動・運動の一歩になったと思います。 

 
災害支援を学ぶ事業として、２度の水
害を体験した南陽ＪＣの鈴木先輩を講
師にお呼びしました。小野寺顧問より
コーディネーターを引き受けていただ
き、ＪＣとしての災害支援を行った実
体験を基に講演いただきました。災害
現場の最前線で支援活動を行った経験
を持つお二人の話はとても解りやすく
説得力がありました。災害対策組織図
を使った訓練では災害を想定した各グ
ループの動きを確認し、７月公開例会
では酒田大火の被害を受けた地域を歩
きました。メンバーの減災に対する意
識醸成、災害支援の具体的な行動把握、
地域の災害に触れ減災を身近に感じ生
活の一部と考えるという事ができたと
思います。 
 

大矢副理事長から 矢野室長から 

災を市民に身近に感じ
てもらい浸透させるた
めに、楽しい要素を盛
り込んだ公開例会を開
催しました。酒田大火
から４０年と言うこと
もあり当時のことも説
明し実施しました。メ
ンバーのみならず、市
民の減災に対する意識
を向上させることがで
きたのではないでしょ
うか。 

委員長から 

いつ起こるかわからない災害
その時どうするのか？個人と
して？ＪＣとして？そんなこ
とを考えながら始まった一年
でした。今年も、4月事業の翌
日熊本地震があり、8月末には
台風10号の風水害を北海道・
岩手県を襲い、10月には鳥取
中部11月には福島沖で大きな
地震など各地で災害が起こり
ました。市民の災害に対する
意識は確実に変化しています。
今後も防災・減災の意識醸成
の発信は必要不可欠です。 
最後に一年間、私を支えてく
れた委員会のメンバーに感謝
します。ありがとう。 

理事長からひとこと 
減災という言葉からは、何か非日常で、自分た
ちからは遠い存在のような印象を受けま 
すが、災害時という特殊な状況に対する備えで
あっても、生活に必要なことの基本は変わりま
せん。災害時に本当に役に立つ備えをするため
にも、減災は日常生活の延長線上にあるべきも
のと考え、本年度は「できることから始める防
災」というテーマで、７月公開例会では、身近
なものでの防災グッズの体験や防災食の試食な
ど、家庭で取り組め内容で開催しました。また、
本年度は酒田大火後４０年ということで、親子
で減災ＷＡＬＫと題して、当時の災害状況を知
り、近年多発する災害に対して当事者意識と備
えの必要性を学んでいただきました。防災・減
災は時間の経過と共に危機意識が薄れていくた
め、日常生活に馴染みやすい形で継続的に意識
付けをしていく必要があると思います。そして、
ＬＯＭ内でも災害が発生したときの初動がス
ムーズに行えるよう、ＪＣ内のネットワークを
活かした体制づくりを強化していく必要があり
ます。 
 



  

委員長  小 泉 利 晴 

副委員長  齋 藤 洋 一 

運営幹事  荘 司 たまき、村 上 徹 

会計幹事  徳 田 佳 奈 

委員  大和田 基 継、尾 崎 有 希、佐 藤 愛、城 取 良 太 

委員長からひとこと 事務局長からひとこと 

８月通常総会 

１月通常総会 

 総務・ＰＲ委員会 

専務からひとこと 〈背景〉 
当会議所は１９６７年に創立以来、時代に合わせ
変化しながらも連綿と受け継がれてきた輝かしい
歴史と業績により、今も様々な角度から市民の意
識変革を促す団体として存続しています。総会と
いう重要な会を通して今後も地域に必要な団体と
してあり続けるために全メンバー一丸となって５
０周年という節目を「共にある～自由で創造的な
未来ために～」のスローガンのもと力強く進めて
いく必要があります。 
〈目的〉 
２０１６年度体制をしっかりと整えメンバー一人
ひとりが今年度の基本方針を理解し、高い意識で
当会議所の活動・運動につなげていくことを目的
とします。 
〈手法〉 
２０１６年１月２０日（水）18：45～21：00酒
田市勤労者福祉センター３階多目的ホールにて総
会を執り行いました。 

〈効果、成果〉 
出席８３人、委任状・書面表決３６人、欠席４人 
６議案すべて可決承認！！ 

新春初顔合わせ会 

我々の委員会は、この組織体制
の根幹を担う事業であり、重要
な委員会である自覚と誇りを持
ち活動してきました。他の委員
会と違い華やかではありません
が、我々が行った事業が盤石で
あるからこそ、組織の結束力と
高い意識での活動・運動に繋が
り、地域を担う団体としての将
来性と自立性に関与できたと思
います。皆様の、ご協力のおか
げで無事終われます。心より感
謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。  （小泉利晴） 

 １月・８月通常総会は当該
年度や次年度の活動を左右す
る非常に重要なものでありま
すが、メンバーから多くの意
見が出され、意義のあるもの
とし、形骸化した総会になら
ないよう次年度は設えを考え
て頂きたいです。 
 当委員会は外部の目に触れ
られることが少なく目立たな
いですが、唯一無くしてはい
けない委員会であります。そ
んな気概をもって１年間活動
してきた委員会メンバーには
非常に感謝申し上げます。  
（青塚大輔） 

 単年度制が特徴のJCですが、
どのJCにも、地区にも出向先に
も総務委員会は存在しており、
ある意味で最も歴史のある継続
委員会が総務委員会と考えるこ
とができます。 
 50周年を迎えるにあたり、総
会や新春といった「定期事業」
をしっかり蓄積できる運営を小
泉委員長にはお願いしました。
新春・総会マニュアルの作成、
例会・事業のアーカイブ化など、
その功績は計り知れません。本
当に１年有難うございました。
（久木原満） 

総務・ＰＲ委員会では、
委員会名称にもある“Ｐ
Ｒ”（パブリックリレー
ション）にこだわり、
広報活動を行ってきま
した。 
全例会の映像記録と３
９６１枚の写真により
内外へ向け情報発信を
行いました。 
酒田青年会議所への愛
着と自分達の活動への
誇りこそが、効果的な
情報の発信に繋がるも
のと総務・ＰＲ委員会
は考えます。 
小野寺顧問、お忙しい
中、我々メンバーに向
けセミナーを開催して
いただきありがとうご
ざいました。 

〈付属的成果、後日談〉 
新春と同時並行で準備を進めてきました。総
会の参加率を上げるため、新春とは別日開催。
次年度以降も滞りなくスタートが切れるよう、
新春・総会マニュアルを作成！！（酒田ＪＣ
のレガシーになる！？かも。） 

〈背景〉 
諸先輩の輝かしい歴史と業績を紡いできた当会議
所は、本年創立50周年の節目の年を迎えます。今
年の卒業生が23名であり、来年度以降も経験豊富
な多数のメンバーの卒業が控えている中で、次年
度以降も酒田青年会議所の活動・運動を発展させ
ながら歴史の継承と盤石な組織体制を整えていか
なければなりません。 
〈目的〉 
次年度を担う理事候補者・監事候補者を厳正な総
会の場において会員の総意により決定し、次年度
の方向性を共有することを目的とします。 
〈手法〉 
２０１６年８月９日（火）19：55～20：55 
酒田玉姫殿 ラボーナにて総会を執り行いました。 

〈効果、成果〉 
出席９４人、委任状・書面表決２２人、欠席１人 
３議案すべて可決承認！！ 

〈背景〉 
２０１６年度は当会議所の５０周年という節目の年にな
ります。また、連綿と受け継がれてきた歴史と業績によ
り今も市民の意識変革を促す団体として存続しています。
当会議所の社会的責任や自己運動に対しての意識を一人
ひとりが更に高めていかなければなりません。 
〈目的〉 
対外：当会議所の新体制・各事業の方向性と５０周年を
担う覚悟を諸先輩や関係団体、来賓へ発信し、２０１６
年度の活動・運動に対しての理解と協力を頂き、交流を
深めることを目的とします。 
対内：新春初顔合わせ会を通して当会議所・個人に対す
るご尽力への感謝を知ること、そして、交流を深め今後
の事業や組織力強化につなげること、さらに、当会議所
を挙げて５０周年を担う意志を発信することを目的とし
ます。 
〈手法〉 
２０１６年１月２７日（水）18：10～21：00 
ホテルリッチ＆ガーデン スカンジナビアにて 
新春初顔合わせ会を執り行いました。 

〈効果、成果〉 
来賓４９人、輩出企業４人、ＯＢ会員４３人 
メンバー８３人 新入会員候補者５人 
合計１８４人が参加されました！！ 

〈付属的成果、後日談〉 
１０月２６日に第１回総務・ＰＲ委員会開催。
年度末に向け慌ただしい中、新春まで合計 
１２回の委員会開催でメンバーの結束が強ま
りました！！５０周年式典へ向け好発進！！ 

小野寺顧問 
最後のＬＯＭセミナー 

〈付属的成果、後日談〉 
メンバーの総意を持って次年度体制の承認を！
を旗印に参加推進と委任状・書面表決集めを 
行いました・・・が。委任状・書面表決集めは
むなしい！！！よ。 

理事長からひとこと 
近年、企業の社会的責任（ＣＳＲ）が強く叫ば
れるようになった昨今、社会で果たした 
役割や地域貢献を伝えることで、信義を大切に
する意識の高い市民に評価をして貰えるように
なりました。本年度はホームページと
facebookを連動することで個人の発信力に重
点を置き酒田ＪＣの認知度向上を図りました。
タイムリーな情報発信から、共感できる情報の
配信に心掛け、価値観を共有しているネット
ワークによる情報の広がりから、メンバーだけ
ではなく、その知人を通して地域を超えて広く
ＰＲしました。また本年度、市民や他団体と連
携した事業を通して、多くの市民から事業の内
容についてさまざまな場面で感想を伺うことが
出来ました。そして、総会では参加推進に注力
することで、全員参加とはなりませんでしたが、
委員会活動も含めたメンバーとの関わり方を検
証しました。総務には運動を側面的に創り上げ
ていく立場としての機能が求められると思いま
す。 



  わんぱく相撲酒田場所 
〈背景〉 
わんぱく相撲は子ども達に勝ち負けにとどまらず
礼節や思いやりの心を育む機会を提供する場とし
て、１９８５年より長きに渡り開催されてきてお
り、当会議所においても開催当初より事業として
取り組んできました。 
しかしながら、ここ近年では参加する子どもの数
が１００名に迫る実績を残す一方で、大会の開催
に関与する「大人」の状況には変化が見られない
ため、地域全体がわんぱく相撲を通じて青少年育
成に携わる枠組みを構築することが必要です。 
 
＜対外目的＞子ども達に相撲を通して礼節や他者
を思いやることの大切さを学ばせます。また、地
域が連携して子ども達の成長の機会となる場を提
供していくための枠組みを構築することを目的と
します。 
＜対内目的＞相撲体験の中で成長する子どもの姿
を通じて青少年育成事業の本質を学び、地域と連
携して子ども達を育成する意義の理解を目的とし
ます。 
 
〈手法〉 
わんぱく相撲酒田場所開催９：００～１５：００ 
市民会議での意見交換 各学校へのヒアリング 
 
〈効果、成果〉 
＜対外＞ 
競技前の説明において、対戦相手へ敬意や思いや
りを持って取り組むことや、今年のスローガンで
ある「自分を信じる力」について伝えることがで
きました。準備運動を兼ねた相撲講習においても、
四股踏みや取り組みの流れを説明して知識を学ば
せた他、礼法講習を行うことにより、相手を敬う
動作を実演し子ども達に実践してもらいました。 

保護者の意見も多く聞かれ、わんぱく相撲を通じ
て子供たちのよい経験となったという意見が多く、
わんぱく相撲が子どもの成長の機会になり事業の
意義を再認識できる結果となりました。 
＜対内＞ 
今年のわんぱく相撲は昼食会をはさんで午後3時
までの開催だったため、参加できるメンバーの時
間帯に差がありました。当日参加したメンバーに
対しては、運営面での役割分担を明確にして事業
を進め、子ども達の成長を目の当たりにして青少
年育成事業の本質の理解につながったと感じます。 
 

〈付属的成果、後日談〉 
出場者数92名（内女子6名） 
全国大会出場者 
6年生 琢成小学校 梶井伸康君 
5年生 黒森小学校 渡部堅心君 
4年生 立川小学校 石川幸弥君 

事務局次長 高橋克行 

会務理事 茜谷雅人、庄司健 

会計理事 大壁洋平 

渉外理事 阿部修子 

委員 石井由紀、池田武史、馬道雄一、奥山翼、小野寺奈緒、加藤高正、村上哲也 

  事務局 

〈付属的成果、後日談〉 
協力いただいた外部団体 
釜磯海水浴場：鳥海山・飛島ジオパーク推進
協議会 
万里の松原：万里の松原に親しむ会 
最上川河川敷：酒田グランドゴルフ協会 
大浜海岸：酒田市 
飛島：鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会 

ふるさとOMOIYARIプロジェクト２０１６ 
背景：我々は、２００８年から市民とともに美し
い「やまがた」を継承する協働運動を続けてきま
した。更に故郷を思う活動を継続的に繋げるには、
そこに住まう市民が美しい「やまがた」を継承す
る担い手であるという市民意識変革につなげ、協
働運動を更に拡げていく必要があります。 
 
＜対外目的＞プロジェクト参加者が郷土愛を育む
心と他者に対する思いやりを持ち続け、夢と希望
と美しい自然に満ち溢れる「やまがた」を築くた
めに意識変革を促し、率先して行動する当事者を
増やすことを目的とします。 
 
＜対内目的＞各室に役割分担で率先して動いてい
ただき、多くのメンバーが県民の意識変革出来た
という回答から、自ら率先して行動し規範意識を
持って市民に意識変革・行動を促す目標は達成出
来た。清掃活動と関係が深い組織・団体と交流す
ることにより、我々以外の活動も理解することが
できました。また清掃活動の他、その場所に応じ
た楽しめる活動を通す事により、更に地域愛を深
めることができました。 
 
手法： OMOIYARI活動として5箇所一斉清掃活動
とその場所に応じた楽しめる活動を行う 
 
効果、本事業では、美しく強いまちの未来創造シ
ンポジウムと題しまして開催いたしました。そし
て、まつりを通したまちづくりにおける産学官民
の連携を強化すべくあらゆる観点より考察したパ
ネルディスカッションを行うことで、各々の立ち
位置にて何をすべきなのかが明確となりました。
また、立て山鉾を観光要素として重きにおいた交
流人口拡大を図る展望を提言することができまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 

効果 
＜対外＞参加者から今後とも後世に美しい自然を
残すために活動を続けていきたいという意見が多
く頂きました。また、事前に打ち合わせをする段
階で酒田青年会議所という組織のあり方や理念を
説明し今後とも協力出来ることはしていきたいと
いうお言葉を頂き関係向上にも繋がりました。 
 
＜対内＞各室に役割分担で率先して動いていただ
き、多くのメンバーが県民の意識変革出来たとい
う回答から、自ら率先して行動し規範意識を持っ
て市民に意識変革・行動を促す目標は達成出来た。
清掃活動と関係が深い組織・団体と交流すること
により、我々以外の活動も理解することができま
した。また清掃活動の他、その場所に応じた楽し
める活動を通す事により、更に地域愛を深めるこ
とができました。 
 
＜引継ぎ＞山形ブロック協議会の事業として参加
をした為、予算執行ができませんでした。また、
酒田青年会議所として活動したい事も審議を通っ
てないため動けない事が多々あり、来年度は理事
会の協議・審議を通して事業執行をするべきであ
ると考えます。 
 



  
〈背景〉（公社）東京青年会議所が（財）日本相
撲協会と協力して開催するわんぱく相撲全国大会
は子ども達の心身の鍛錬と健康の増進を図り、地
域コミュニティの活性化を目指し、過去３１年間
に渡り行われてきました。この大会を通じ、地域
の代表としての誇りと高い壁に立ち向かう強い心
を持つ健全な青少年を育成する必要があります。 
 
＜対外目的＞自分を信じ、勝つことの喜び、負け
ることの悔しさを通じて勝者を称え、敗者への思
いやりや周囲の方への感謝の気持ちを育む事を目
的とします。 
 
＜対内目的＞子ども達が勝負に真剣に取り組み、
成長していく姿を目の当たりにすることで青少年
育成の意義を再認識していただきます。 
 
〈手法〉7月31日わんぱく相撲全国大会出場 
全国大会後に報告会を開催自分の成長と周りへの
感謝の気持ちを表す。 
 
〈効果、成果〉 
＜対外＞ 
初めは自身がなかったが、練習を通じて自身が生
まれ、それが勝つことの喜びとなり、負けた時は
悔しい思いをしながらも支えてくれた周囲の方へ
の感謝の気持ちが育まれました。 
＜対内＞全国大会で実際に応援したメンバーはわ
んぱく力士の成長を肌で感じ、また報告会のみの
参加メンバーにおいても概ね自己成長や周りの人
たちへの感謝を感じ取ることができました。 

＜引継ぎ＞ 
報告会は子ども達の成長に触れる良い機会でもあ
ります。地方大会から練習会を経て全国大会出場
へと、自分の成長を発表できる場であると同時に、
その報告を実際に参加して聞くことで子どもの成
長を目の当たりにできるだけではなく、青少年育
成事業としての事業を改めて認識できる機会だと
思います。是非来年度以降も継続して開催してい
ただきたいです。 

〈付属的成果、後日談〉 
 
全国大会戦績 
6年生 琢成小学校 梶井伸康君 2回戦敗退 
5年生 黒森小学校 渡部堅心君 初戦敗退 
4年生 立川小学校 石川幸弥君 初戦敗退 

事務局次長 高橋克行 

会務理事 茜谷雅人、庄司健 

会計理事 大壁洋平 

渉外理事 阿部修子 

委員 石井由紀、池田武史、馬道雄一、奥山翼、小野寺奈緒、加藤高正、村上哲也 

  事務局 

わんぱく相撲全国大会 

背景：酒田青年会議所は１９６７年に創立され今
年で５０周年を迎え、今後の運動展開の方向性を
示す創立５０周年記念式典や記念祝賀会が開催さ
れます。５０周年の輝かしい歴史や次年度以降の
運動・活動の指針を肌で感じ、メンバー一丸とな
り高い意識をもち続け、酒田青年会議所の更なる
発展に繋げていく必要があります。 
 
＜目的＞準備を進めてきた酒田青年会議所の５０
周年事業について、これまでの流れ及び当日の動

きの最終確認を行うと共に、式典・祝賀会に向け
たメンバーの意識高揚を図ります。 
また、酒田青年会議所メンバーとしての自覚を一
層高め、酒田青年会議所と会員個人の更なる成
長・発展の機会とすることを目的とします。 
 

手法：50周年記念式典・祝賀会へ向け、各部会
長、実行委員長による最終確認と決起表明 
 
＜効果＞記念式典・祝賀会の前日に各部会長から
の決起表明を共有することで、出席者の８０％近
いメンバーに対して参画意識の向上を促すことが
できました。 
直前の決意表明の事もあり、言葉の重みも深みを
増しており、メンバーも50周年の重みを実感でき
ました。 
また、大多数のメンバーが式典・祝賀会を通じて
自覚を一層高め、酒田青年会議所と会員個人の更
なる成長・発展の機会にでき、また10年先に向け
た運動の展開に向けて動き始めました。 
 
 

９月例会 

事務局次長からひとこと 事務局長からひとこと 専務理事からひとこと 

 本年は事務局次長として携わ
らせていただきましたが、とに
かく自分への課題と反省点が浮
き彫りになった1年半でした。 
 事務局としての動き・事業を
担う動き・事務局理事メンバー
と連携しての動きと様々な場面
で勉強させていただきました。 
 専務理事、事務局長をはじめ
事務局メンバーと一緒に活動で
きたのは大きな財産です。あり
がとうございました。 
        （高橋克行） 

本年は継続事業でもわんぱく相
撲では女性力士を募集し、
OMOIYARIプロジェクトでは
ENJOY活動を組み込むなどの初
の試みを行いました。また県内
各LOMの周年事業や40人超が
参加した全国大会をはじめとし
た渉外活動など、充実した活動
を行ってきました。高橋次長の
下、１年間気の休む暇もなく例
年の事務局以上に走り続けたメ
ンバーには感謝申し上げます。
（青塚大輔） 

 本年事務局は継続事業の刷
新・アテンダンス参加推進の強
化・財政運営会議の立ち上げの
３つのテーマで取り組んできま
した。多くの挑戦をした１年で
ありましたが、共に奮闘してく
れた青塚事務局長をはじめとす
る事務局メンバーの皆様には本
当に言葉にならない感謝の想い
で一杯です。５０周年、この最
高の仲間と一緒に過ごした期間
を忘れません。みんな、有難う
（久木原満） 

理事長からひとこと 
本年度の事務局は、事務局と
しての機能の他に、わんぱく
相撲やＯＭＯＩＹＡＲＩプロ
ジェクト継続事業を常に着実
に、かつ清新に展開するため
には、その事業が歩んできた
長いプロセスを評価し、反省
し、不足しているものを補い、
新しい発想を加え、次なるス
テージへと押し進めるという
役割がありました。 

また、事務局内には渉外担当
を設けることで、アテンダン
ス事業への参加推進を強化し、
メンバーがより主体的にアテ
ンダンス事業に参加し、外部
視点を学んでＬＯＭに持ち帰
れるようにしました。また、
会計理事を中心に財政セミ
ナーを開催し、各委員会の会
計幹事と共に会計に関する知
識のレベルアップを図りまし
た。本年度の事務局の機能は
多岐にわたりましたが、事務
局はＬＯＭの運動を一緒に
作っていくという姿勢は今後
も求められると思います。 



新入会員 

メンバー 

後藤正人・佐藤真人・千葉識子・Ｐｉｅｒｒｅ Ｇａｍｂａｒｉｎｉ・齋藤祐樹・齋藤希
望 
佐藤翼・佐藤美和・清野俊樹・小鷹舞・兒玉高幸・加藤譲・丸山拓眞 
新田篤志・齋藤剛士・阿部謙介・齋藤拓也 

「１１月例会」 
背景：我々が住み暮らす地域は当会議所などさ
まざまな団体が地域活性化に取り組み、留める
ことのできない人口減少問題やまちの課題に対
し向き合っています。しかし、市民のまちづく
りへの無関心さも影響し、高校卒業後庄内地域
に残る若者は県内の他地域と比べても低い割合
となり消滅都市にも挙げられています。今一度、
若者の多様性な価値観を真摯に受けとめ、魅力
溢れるまちへ変革し、次世代を担う若者と協働
した事業展開を描く意識醸成を図る必要であり
ます。 
 
対内目的：次世代を担う若者の地域に対しての
考えを知るとともに、次世代の担い手と協働し
た社会参画への意識醸成を目的とします。 
 
手法：【11月例会テーマ】  
～未来へ繋ぐ次世代のチカラ～ 
地域の統計では高校卒業後の地元離れが多くの
割合を占めている事を数値化していますが、若
者が地元を離れる事は決して悪いことではない
と考えました。しかしながら、若者が地域をど
う思っているか、次世代を担う若者の地域に対
しての考えを知る必要があります。 
 
効果、成果：１１月例会を新入会員がゼロから
取り組み設えることで、設営の学びを得ること
が出来ました。また、事業検証のアンケートの
結果から、若者の考えを知ることが出来ました。
そして、協働したまちづくりの在り方について
メンバーの意識醸成を図れました。 

 6月から11月例会に向けて新入会員のミー
ティングを始めました。第1回目のミーティ
ングで、例会のテーマを「若者の地元離れ」
に決めるものの、背景・目的を問い詰められ
たときに結果何をしたいのかが見えておらず、
話し合いが進みませんでした。「テーマが固
い、真面目すぎる」のような意見をいただく
も、他の案で新入会員メンバーみんなが共感
するものは出てきません。結局「若者の地元
離れ」をテーマに背景・目的を考えますが、
ころころ変わってしまい阿蘇室長に指導して
いただきながらの事業構築となりました。 

 ミーティングといっても集まって何をす
るべきなのかよくわからず、同じ内容の話
し合いを繰り返し行ってしまいました。新
入会員がまとまらず、意識がバラバラに
なってしまい、ミーティングの参加率が落
ちてきてしまいました。いがみ合いや責任
の擦り付け合いのような事も実際ありまし
た。ですが、現役メンバーの皆様に応援の
言葉・励ましの言葉・アドバイスをいただ
けたことで、大量の時間を費やしながらも、
3歩進んで2歩下がるように少しづつ内容
を詰めていくことができました。 

 9月に審議をいただき方向性が見えると、
各自の作業が明確になり、全員に当事者意
識が出てきました。徐々にまとまりを取り
戻していきます。 
形にできたのはスケジュール的にギリギリ
だった為、リハーサルをあまりすることが
出来なかったという反省点が残ってしまい
ました。 

 これまで例会や事業に対して客観的だった新
入会員が、11月例会をゼロから事業構築する
事で、現役メンバーの皆様が例会や事業の設営
面での苦労や想いを考えるようになりました。
対内目的で掲げた若者との協働という意識醸成
もそうですが、我々新入会員の意識変革といっ
た大きな成果を得ることが出来たように思いま
す。 



 

 

      

11月例会を終えて・・・ 

感想 

佐藤真人君：テーマについて悩んだり、
先が見えない会議の時などはとてもつら
い時期もありましたが、方向性が決まり
新入会員が一丸となって動きだし、苦し
みを分かち合いながら一つになっていく
時期は今まで経験したことのない高揚で
した。出来ることならもう一度・・・現
役のメンバーの方々には大変感謝すると
ともに、とても大きな学びになりました。 
 
千葉識子君：正直ずっと不安だったので
無事終える事が出来てほっとしています。
今年度の新入会員は再入会したメンバー
やフランス人、ヤンキーにお嬢様など本
当に個性豊かで楽しかったです♪ 

齋藤剛士君：二度目の11月例会でしたが、議案作成段階からなかなかMTGに参加で
きず、第一部と第三部の流れも把握しきれないまま、取材→まとめ→PPT制作→発表
（シナリオ作成）に臨んだため、全体の流れに対して、第二部の内容をもっと充実で
きたのではないかと終わってから感じました。例えば、「移住・定住」ひとつにして
も、実際に移住してきた人へも取材を行って行政が掲げているものとの整合性を調査
するなど、インタビューで高橋さんが伝えたかったことに対して補足することで、
もっと伝わり方が違ったのかなと思いました。あとはもっと第二部メンバーだけで
MTG以外にも懇親を深める機会をもう少し作って、もう一歩踏み込んで自分たちが
やりたいことを意見しあって突き詰めていってもよかったと思います。 
はじめは、立場的に新入会員のみんなと馴染めるか不安でしたが、結果的にとても楽
しかったです。真面目な時もたくさんあったけど、同期らしく腹を割って話したり、
年齢関係なく対等に話せる絆ができてうれしかったです。 

佐藤美和君：事前の話し合い等では全員
が揃う機会が少なかったですが、最終的
に大きなミスもなく終えることができ、
本当によかったです。それぞれ事情は
あったと思いますが、それぞれに頑張っ
た結果だと思います。 

小鷹舞君：例会が近づくにつれ、周りか
ら巻き込んでいただいたように思う。議
論の始めたてに比べて考えや意見を話し
やすくなり、1部の原稿作成等に繋げら
れた。大変やりがいを感じた。 

齋藤拓也君：11
月例会は特に大
きなトラブルも
なく、無事に遂
げる事が出来て
良かったただ振
り返ると、もう
少し手を加えた
かった部分も
あったので、今
後に活かしたい。 

阿部謙介君：協力して１つの事をやり遂げるという事の
達成感を感じさせてもらった事に感謝しています。 

新田篤志君：自分の都合で限られた所しか協力できなかっ
たが、当日は無事に例会を終える事、司会の役目を果たせ
て良かった。同期の結束や、先輩方の温かさを感じる事が
できた。 

佐藤翼君：完成するまで不
安いっぱいでしたが、とり
あえず無事に終わる事がで
きたのでよかったと思って
います。リーダーの後藤さ
んには感謝しかありません。 

兒玉高幸君：ゼロからのスタートで大変な部分は多かっ
たですが最後はみんな一丸となれたと思います。 
 
加藤譲君：例会を造ることの大変さと、人口減少の深刻
さ、市町村の取り組みがわかった。色々な取り組みを知
れた事が一番この取り組みの収穫だったと思う。 

丸山拓眞君：無事に終わっ
て良かった。 

齋藤希望君：リーダー率いる同期メンバーに助けられて無事事なきを得ました。例会が終
わった瞬間、ほっとした感情もありましたが、同時に寂しさがこみ上げてきました。 

後藤正人君：自分なりに反省すべき点と、今振り返ってもどうすべき
だったのかわからない事が多く、モヤモヤした感じというのが正直な
ところです。ですが、皆様に支えられ、励まされ、多くの学びをいた
だいたことに深く感謝しています。 



 

 

  
 

仮委員会配属の感想 

佐藤美和君：JCの右も左もわからない中で、早速先輩方と一緒に事業を進めることが
できたのは、大きかったです。委員長はじめ、委員会メンバーの皆さんにもとてもよく
して頂いて、感謝しています。 
 
小鷹舞君：色んな方々と知り合えてよかった反面、自分の仕事の都合上、仮配属の委員
会が多忙な時期に参加できないことも多く申し訳なく感じてしまった。 
 
加藤譲君：積極的に関わる事をしなかったので、反省してます。 
 
丸山拓眞君：自分は何もしていないのでノーコメントで。 
 
新田篤志君：参加できなかった。 
 
齋藤剛士君：共存共栄みんなの山鉾委員会メンバーの皆様は、とても優しく温かい人た
ちばかりで、猿田彦完成のときの真剣な眼差しが印象的でした。宵祭りの点灯もやらせ
ていただいてとても貴重な経験をさせいただきました。打ち上げもぜひ呼んでいただき
たいです。先輩方は本当にカッコよかったです。 
 
阿部謙介君：先輩を覚えるという点ではよいと思いますが、いまいち趣旨が理解できな
かった気がします。 
 
齋藤拓也君：入会時期が遅かったので、あまり仮配属の委員会に参加できなかった。 

 

後藤正人君：４月下旬から仮配属させていただきましたが、担当例会の後だったので
もっと早く入れていただき例会にかかわりたかった。また、８月で仮配属期間が終了
だったので中途半端な感じがしました。 
 
佐藤真人君：青年会議所の活動に関わっていく最初のスタンスを学びました。しかし最
初から会議などの良い例を見すぎたため、１１月例会の会議をする場面での自分の力の
無さにがっかりでした。制度自体はとても良いと思います。 
 
千葉識子君：良い点→委員会になるべく参加する事を心掛けたことが溶け込むきっかけ
になり、メンバーと挨拶や会話をすることで学ぶ機会が沢山もらえた。悪い点→仮配属
の終了時期が不明確であった。 
 
齋藤希望君：参加できなかった。 
 
佐藤翼君：酒田まつり、例会に参加させてもらいました。貴重な体験をさせてもらった
し、⒒月例会にも少しは活かせたのかなと思います。まつり委員会の皆さんありがと
うございました。 
 
兒玉高幸君：面白い試みだったと思います。 

次年度に向け意気込み 

後藤正人君：11月例会や仮配属を経て、自分の身の程を知りました。皆様にご迷惑をお
かけしないか只々不安ですが、真面目に取り組む所存です。 
 
佐藤真人君：目標になりえる先輩が沢山いますので、先輩方の背中を見て少しでも追い
つけるように活動していきたいです。 
 
千葉識子君：とにかく私には残り一年という時間しかないので出来る限り悔いの残らな
いＪＣ活動を自分らしく楽しんで学んでいきたいです。 
 
齋藤希望君：1年しかないので全力で楽しもうと思います。 
 
佐藤翼君：まだまだ何もわからない状態ですが、日々色んなことを先輩方から吸収して、
自分のスキルアップにつなげていきたいと思います。 
 
佐藤美和君：自分の任務を全うできるように努めたいと思います。 
 
小鷹舞君：大変なこともあると思うが、委員会や同期、または委員会の垣根を超えて関
わりあい、先輩方からご指導ご鞭撻いただきながら乗りこえていけるようにしたい。 

兒玉高幸君：何ができるか模索しながらがんばります。 

加藤譲君：皆さんの足を引っ張らないように与えられた役をこなして、自分からなるべ
く発言していけるように心がけて行きたいと思います。 

丸山拓眞君：自分の成長に繋げられるようにやれることを確実にやる。 

新田篤志君：運営幹事という役目もあるので、できる限り参加して、自分の意見もどん
どん発言していきたい。 

齋藤剛士君：来年度は青少年育成の担当委員長として、独創性あるアイディアから大矢
次年度の掲げる所信の達成へと向かって、委員会メンバーとともに事業構築していきま
す。この地域の次代を担う子どもたちの意識が変わるように、大人になってターニング
ポイントになってしまうような、心に響く体験をさせてあげれるように一歩前へ進んで
取り組んでいきます。 

阿部謙介君：できる限り参加
していきたい！ 
 
齋藤拓也君：できることから
頑張ってみたい。 



国際アカデミー委員会 
後藤守総括幹事・太田さおり総括幹事補佐 
櫛引柳一広報幹事補佐・阿部修子 
上村真美・佐々木大祐・城取良太 計7名 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 
国際グループ国際アカデミー委員会   
出向者報告 

委員会紹介 

 

開催経緯 

ＪＣＩ国際アカデミーは、１９８７年ＪＣＩ世界会議（アムステルダ
ム）でＪＣＩ公認行事として正式承認され、１９８８年から開始されま
した。ＪＣＩの追求する理想のプロジェクトアイデアと日本ＪＣがＪＣ
Ｉへ加盟した１９５１年以来の「熱い思い」のこもった国際事業です。
その背景には、第２次世界大戦終了後、日本青年会議所が主権を回復し
ていない日本国より早い時期にＪＣＩと言う国際社会へ復帰し、ＪＣ運
動創始者であるＨｅｎｒｙ Ｇｉｅｓｓｅｎｂｉｅｒ，Ｊｒ．が希求し
た「恒久的且つ永続的な世界平和」の実現に向け活動する「能動的な市
民」の活動に触発され、国際社会への積極的な貢献をする事を決意した
と言う事実があります。日本青年会議所は、１９７０年度ＪＣＩ 会頭
前田博氏を嚆矢として４人のＪＣＩ会頭を輩出する事で人的貢献を果た
し、その一方で１９７１年から「青年の船事業」を開始し機会を提供
（ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）しました。「青年
の船事業」は１９８８年度まで継続しましたが、一定の成果を挙げた事
を確認し、同年１９８８年から、現在まで継続されているＪＣＩ国際ア
カデミー事業が開催されています。  

 

目的 

その主目的は、勿論、ＪＣ運動の最大の成果物である人材、リーダー
の育成ですが、アカデミー事業で育ったリーダーが人的な相互理解に
基いた国際的ネットワーカーとなり、それぞれの国でＪＣ運動の究極
的な目的に寄与する事です。その人材育成の為に、アカデミートレー
ニング期間中に、参加者は、それぞれの政治的、宗教的、民族的な背
景を超え相互理解を深め、日本人、日本の文化を理解し、リーダー
シップを涵養しＪＣＩの理解を深めます。ＪＣＩのネットワーカーと
なった卒業生は、それぞれの国に帰り、十分な自覚と責任をもってＪ
Ｃ運動に邁進すべきです。その事がまさしく、日本ＪＣが、１９５１
年以来希求してきた、国際平和への貢献に他なりません。 



 

 

公益社団法人日本青年会議所 
総務グループ共感デザイン構築会議   
出向者報告 

共感デザイン構築会議 大矢貴幸広報幹事 石川直紀 計２名 



 

 

ニッポンサイコープロジェクト運営 ビーチクリーンアクト運営 

青年会議所PR動画制作 「創る広報」セミナー開催 

吉本興業との提携 各種広報活動 





地域連携委員会 加藤成 （地区推薦にて出向） 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 
地域グループ地域連携委員会   
出向者報告 

委員会紹介 

地域連携委員会は、国際的に最も盛んなスポーツとされるサッ
カーを通して、地域の未来を担う子供たちに「グッドルーザー
の精神」（＝たとえ勝負に負けたとしても相手を称えられる強
く前向きな心）を伝え、道徳心を持った自立した人材を育みま
す。そして、大会を通じて地域間の交流人口を拡大し、人が行
き交い活性化する地域の姿を目指す委員会です。全国各地でＪ
Ｃカップを開催し地域間の交流人口を増加させるとともに地域
活性化を促進させるサッカーの試合を通して、勝っても負けて
も相手を想いやるグッドルーザーの精神の普及を図り、次世代
へ夢と希望溢れる人材の育成を目指していく委員会となってお
ります。  

 事業報告   

東北地区協議会よりＪＣカップの担当として、日本ＪＣの地域
連携委員会へも出向いたしました。 ９月１０・１１日に大阪
府堺市のＪ－ＧＲＥＥＮ堺にて第２回ＪＣカップＵ－１１少年
少女サッカー全国大会が行われました。東北地区代表として宮
城県のベガルタ仙台ジュニアが出場し、１２チーム中９位とい
う結果でした。全国から集まった選手たちは試合を通して、相
手を思いやるグッドルーザーの精神を学びながら、全国各地の
選手との交流を深め、自分達の地域と他地域との違いを学び、
短い期間でも多くの学びを得て成長していきました。 



顧問 小野寺 正人 

東北コミュニティー委員会 加藤 成・阿曽 義剛・齋藤 高寛・設楽 稔 

東北ゼミナール委員会 佐藤 和明 

東北青年フォーラム運営委員会 阿部修子 

 

 

東北コミュニティー委員会 

東北地区協議会 

      

東北コミュニティー確立委員会は、東北人の大切にしている結の精神ととも
に、次世代へ夢と希望溢れる東北を導くことができる新しい広域的なつなが
りを確立することを目指して以下の３本柱の事業を行ってまいりました。 

１、輝く東北を実現するために、２０１０年代運動指針と自立した新東北再建
ビジョンを軌道修正して発信することで、７７ＬＯＭの方向性を一つとします。 

２、東北の価値を高めるために、東北の魅力を一体となって生かす機会を創
造し、結の精神を掲げた東北ブランドの事業展開を推進します。  

３、道徳心ある自立した人材を育むために、ＪＣカップ東北地区予選大会を
開催して青少年にグッドルーザーの精神を伝え、相手を思いやる心を育み

ます。 

東北コミュニティーの確立へ向けて、以下の通り今年度委員会活動を行いました。 

１、東北青年フォーラムｉｎ水の里とめファンクション東北の未来パワーセッションでは、
東北の未来について委員会が考えた指針をプレゼンテーションし、東北地区会長御
三方より東北の未来についての想いを熱く語って頂きました。そして、１１月に２０１０
年代東北ＪＣ運動指針並びに「自立した新東北」再建ビジョン改訂版躍進する東北を
策定し、冊子と要約版パンフレットを７７ＬＯＭに配布しました。 

２、東北ブランド確立事業として、Ｆａｃｅｂｏｏｋページ「結の里東北 ここには残したい
がある」を立ち上げ、結の精神が満ち溢れるコミュニティーが表現されている風景や、
まつりなどを投稿していただき、東北市民へ向けて結の精神が東北の独自性を持っ
たアイデンティティーとして盛り上げていくべきであることを発信して行きました。 

３、ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー大会東北地区予選大会を開催し、東北６県より
選出されたチームによるトーナメント戦を７月３１日に庄内空港緩衝緑地にて行いまし
た。東北各地の代表としての誇りを胸に地域間の交流を図りながら、サッカーを通し
て相手を思いやる気持ちを子どもたちに育んでいただきました。 

 

委員会紹介 

事業報告 

東北ゼミナール委員会 
「無限の可能性を信じ未来を切り拓く人財の育成」をテーマに、２月仙
台の開校式では地域を輝かせる真のリーダーの育成を、３月大舘で
は東北ＪＣの一員であることの自覚を、４月原町ではプロセス構築を
学び、５月盛岡では地域資源のあらゆる可能性を探り、６月米沢では
中長期的ビジョンの共有を図り、７月八戸で地域社会を牽引する気概

と覚悟を持ち、９月閉校式で研究成果の発表を行いました。 

 

東北ゼミナール委員会では、２月の開校式以来、「無限の可能性を信じ未来
を切り拓く人材の育成」に取り組んでまいりました。計５回の講座を通し、次
世代へ夢と希望溢れる東北の実現に向け、そして地域を輝かせる真のリー
ダーになるべく、次世代へつなげる「自立した新東北」のビジョンについて考
えてまいりました。東北ゼミナール委員会の５回の講座を通して、ゼミ生が
新たな無限の可能性を信じ未来を切り拓く人材として羽ばたいていく決意を

示し、各地のリーダーとして成長を遂げて行きました。 

委員会
紹介 

事業
報告 

東北青年フォーラムｉｎ水の里とめでは、東北６県７７会員会議所会員が手を
取り合い、東北地区協議会のネットワークを活かしながら、運動を発信する最
大の場として、市民の皆様と共に未来を考える機会から「東北は一つ」を実感
できる大会を作り上げる委員会です。大会を通じて、開催地の風土や先人た
ちの想いを知り、人々とのふれあいによって、風光明媚な自然が織りなす歴
史情緒あふれる文化から生み出された多くの地域資源を体感し、郷土愛の
醸成と故郷をより良くする想いを高め、未来を見据え地域再興に積極的に取
り組む意識変革から東北各地へ運動を広げ、次世代へ夢と希望溢れる東北
を実現していく大会を作り上げていく委員会です。 
 

今年度の東北青年フォーラムｉｎ水の里とめは９月２日～４日に宮城県
登米市で行われました。大会登録は東北７７ＬＯＭより１９００名に上り、
東北地区協議会の運動の最大の発信の場となりました。４つの委員会
が各ファンクションを担当し、今年度大泉会長の掲げる次世代へ夢と
希望溢れる東北の実現へ向けた運動を発信しました。酒田ＪＣからも４
０名を超える大会参加をいただきました。来年は岩手県奥州市水沢区
で東北青年フォーラムｉｎ奥州が行われますので、多くのメンバーで参

加しましょう！！ 

東北青年フォーラム運営委員会 

委員会
紹介 

事業
報告 

東北ビジョン創造委員会 
 東日本大震災により甚大な被害を受けた東北は、地域の復興に向けて着実
に歩みを進めていますが、毎年自然災害が各地を襲い被害をもたらしている
状況下で、非常事態に対応できる基盤づくりが喫緊の課題です。これまで幾
多の天災と時代の変革期を乗り越え未来 を切り拓いてきた先人の知恵を受
け継ぐ我々は、これまでの災害とその復興過程から学んだ経験を未来へとつ
なげ、防災先進地域としての魅力ある東北を創造していく委員会です。 

委員会
紹介 

事業
報告 

 

東北ビジョン創造委員会では、ＴＡＤＳネットの運用を行って東北での台風に
よる災害が起こった際の迅速な情報発信・復旧への支援などを行いました。
フォーラムでは、東北ビジョン創造シンポジウムでメンバーに対し、防災面で
の地域のリーダーとしての意識喚起を行いました。未来へつなぐプロジェク
～音楽のちから～では東北各地の子供たちより未来へつなぐメッセージを
合唱いただき、人々の記憶と想いをつなぎ、希望を持って大切に生きていく
気持ちを子どもたちに育んでいただくということを発信いたしました。 



直前会長 小野寺 正人 

副会長    
（第1エリア） 

若村 光司 

アカデミー委員会 

髙橋 了・佐藤 拓也・和島 公太  
阿部 拓也・阿部 努・石川 雄一  
石倉 正幸・小林 志季・佐藤 梓  
佐藤 瞬・佐藤 純・佐藤 佳輔   
佐藤 貴伸  菅原 卓・田中 新 
早坂 舞・原 義典・堀 伸・山口 
彰 

当事者意識醸成 
委員会 

徳田 佳奈 

ブロック大会運営 
委員会 

佐藤 浩和 

やまがた協働運動
実践委員会 

井畑 淳一 

組織進化実践  
会議 

佐藤 愛・茜谷 雅人 

事務局 庄司 健 

山形ブロック協議会 

      

事業計画 

１．本会の事業・運動の推進  

２. 会員増強の支援  

３．発災時の情報伝達網と支援体制の構築  

４．郷土愛を育む県民参加型協働運動の実施  

５．魅力ある地域を創造する人材の育成  

６．やまがたの未来を描く県民先導のまちづくり事業の実施  

７．対外発信力の強化に向けた取り組み  

８. 【ブロ連】国民の憲法に対する意思を確立する事業の実施  

９. 【ブロ連】共感経済社会の実現に向けた運動推進  

１０.【ブロ連】「未来へつなぐプロジェクト         
～音楽のちから～」の推進  

山形ブロック協議会 

次世代へつなぐ夢と希望溢れるやまがたの実現 



      



 

 

      

 

 

事業計画 

事業報告 

１．地域資源を生かしたプログラムの策定  

２．冒険心と起業家精神を醸成した人材の育成  

３．ＬＯＭの新入会員セミナーに関する支援  

４．本会の運動の発信を取り入れた事業  

 

 

アカデミー委員会 

・開校式 

・第1回～第6回プログラムの実施 

・閉校式 

事業計画 

事業報告 

１．政策本位の政治選択が国民に浸透する仕組みの構
築  

２．国民の憲法に対する意思を確立する事業の実施  

当事者意識醸成委員会 

・憲法事業「ウォーク・フューチャー・ウォーク」 

・国政選挙における公開討論会の実施 

・ウォーク・フューチャー・ウォークinかみのやま 

 



      

 

 

事業計画 

事業報告 

１．青年会議所運動に関する意識を昂揚させる 

  ブロック大会の企画・運営・実施  

２．開催地をはじめとした県内の地域発展に資する 

  ブロック大会の運営  

３．次世代につなぐ山形ブロック大会の方針の検討  

 

 

ブロック大会運営委員会 

・ブロック大会かみのやま大会の実施 

・ブロック大会かみのやま大会 大会式典 

・ブロック大会かみのやま大会地域活性たからいち 

・ブロック大会かみのやま大会グランドフィナーレ 

事業計画 

事業報告 

１．山形ブロック協議会がＬＯＭと実践する協働運動
に  関する事項  

２．世界に貢献する日本人の育成  

３．日本青年会議所が協議会と実施する連携推進運動
に関する事項  

やまがた協働運動実践委員会 

・ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１６ 

・JCカップU-１１少年少女サッカー山形県予選大会 

・国際人としての正しい建国の歴史を知るための事 

・世界に貢献する人材の育成と世界の中の日本を知る 



 

 

事業計画 

事業報告 

１．組織進化のため行動  

２．地域活力と組織力の向上に向けた会員拡大の支援  

３．対外発信力の強化に向けた取り組み  

４．山形ブロック協議会５０周年に向けた取り組み  

 

 

組織進化実践会議 

・「想いを伝えられるＪＡＹＣＥＥになるために」セミナー 

・ＨＰへＦＢによるＪＣ運動の発信 

・ブロック大会かみのやま大会 情報発信力向上セミナー 

・２０１６年度アニュアルレポートミーティング 

事業計画 

事業報告 

１．山形ブロック協議会の効率的な運営・発信  

２．協議会全体をみた効率的な運営  

３．災害時の緊急対応に関する事項  

事務局 

・新春交換会・ブロック卒業式 

・諸会議の運営 

・本会・地区・各ＬＯＭの情報共有 


